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　多くのものの終わりを越えて、何かを少しずつ始めなければならない。

　2011 年 3 月 11 日 14 時 46 分という時刻は、今や日本中の誰もが記憶の奥底に深く刻み込む時刻

になった。

　その日その時、私はいつものように、普段と変わりなくクリニックで診療中だった。診察室のドア

を開け、次の診察の順番の子どもの名前を呼んだ。その子は予約していた麻疹・風疹のワクチンを受

けに来た。平和な昼下がりの、いつもと変わらないありふれた光景の中に私達はいた。みんなが笑顔

を持ちながら、交わす言葉は明かるかった。被災にあった広い地域の誰もが同じような平和な光景の

中にいたはずだ。その時に、あの地震は何の予告もなく、ほんとうに突然襲ってきた。

　呼ばれた子の母親が「あ、揺れてますね」とつぶやき、「ほんとだね」と私が答えた。それが始まりだっ

た。それがこれから 10 年以上の時間を費やしても復旧―復興は終わらないと言われる、未曾有の被

害をもたらす新たな辛い歴史への始まりだとは、誰も気がついていなかった。

　誰もが生きることに必死だった。

１万５千人以上の方が亡くなり、行方不明になった。そして数十万人の方がこれからの行く先も分か

らない被害を受けた。具体的、物理的な被害と共に、精神的な打撃は外からは見えず、それは本人に

しか分からないものかもしれない。

　語りつくせないような精神的、肉体的な被害を抱えながら誰もが必死に生きていく闘いを始めた。

それでもその闘いは、決して自己中心的にならず、お互いを支えながら、秩序を保ちつつ黙々と行わ

れ、そして今でも忍耐強く続けられている。

　そのような状況であっても小さな乳児たちは我慢することを知らない。空腹になれば泣き続ける。

そして、その欲求を震災前と同じように充分に満たしてあげることが親たちの責務であることも変わ

らない。でもそれは現実的にはとても不可能な状況だった。

　お産も当たり前だが待ったなしだった。これから母親になろうとしていた多くの女性が、出産の前

には全く予想もしていなかった戸惑いと混乱を、周囲の限りない協力と、自身が母となる強さで乗り

越えて新しい生命と出逢うことが出来た。その多くの事実は私達に生きて行くことの大切さを教えて

くれた。

　暗く長いトンネルの中で、ひとつでも明るい光を見つけることが出来れば、そこに向かって歩くし

かなかった。歩き続けることがトンネルを出るたった一つの方法だった。

　震災の中で母乳育児推進運動が問われているもの、その苛酷と言える状況下で、母乳推進運動にとっ

て可能なことは何であり、何をなすべきだったのだろうか。もっと言えば、この震災は母乳推進運動

という存在そのものを問い、成立の根本までも問題にした。

　私たちの母乳推進運動は、母乳育児が私たち人類、特に母子にとって物理的、かつ精神的に本来的
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なものであることを理解するところから始まっている。その本質は技術でも母乳率でもない、母子を

支えようとする心だ。まず、そこからの支援が必要なのだろう。

　一方で、ライフラインの全てが止まった今度の震災のような状況では、人々は身動きが全く出来な

くなるのが現代社会だ。その様な時でも、母乳育児はライフラインには関係なく乳児を守り続けるこ

とが出来る。事実、仙台市でもそのことは多くの母親が感じていた。

　しかしながら、そのことで母乳育児が優位であるとか、母乳育児であれば問題ないということを全

面的に強調することは、母乳育児推進の精神の本質にはむしろ逆らっている。何故ならば、母子を支

える精神は、人工乳であるとか、そうせざるを得ない母子も当然のこととして支えることが大切だか

らだ。特に、この震災の様に生きることが全ての状況下では、今生きていくことを物心両面から支え

ることがなによりも優先される。

　ではあるが、この様な時には母乳育児こそが、ライフラインの如何に関わらず母子を支えてくれる

ことも事実ではある。

　そのためには、通常の日々における母乳育児推進を着実に行なうこと、特に長く母乳育児を続けて

もらうことが、この様な緊急時にその力をしっかりと発揮することをこの震災は教えてくれた。これ

は東日本大震災のような未曾有の災害のみならず、台風、豪雨、その他の災害でも同様である。

　被害に遭っている方々の前で声高に母乳育児を叫ぶのではなく、私たちが日常行っていることの内

実を何であるかを見つめながら支援する、という内容が問われている。

　今回の手記集は、その内実を求めた方々の被災現場での声を集めたものだ。

　ある時は悲鳴であり、ある時は嘆きであり、そしてある時は喜びの声でもある。

　この手記集がいつ、どこに襲ってくるか分からない被災に遭遇した時の、多くの方々へのこころの

支えと、行動の指針となることを望んでやまない。
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　私の病院は仙台市立病院といいますが、非常に古い病院

で、見た目にはそう古く見えないのですが、大きな地震が

来ると耐えられないだろうということで建て替え計画中、

3 年後には新築移転予定でした。結果的には今回間に合わ

なかったわけです。

　これは地震直後の病院の中です。

　これ屋上の煙突です。この煙突は地下のボイラーとつな

がっていますが、要するにいつ何どきくずれ落ちるか分か

らないということで、この平べったい建物のこちら側一帯

はもう使えない状態となりました。縄を張って立ち入り禁

止です。周産期病棟は３階にあるのですが、そこもほとん

ど使えない状態となって、病院はお産を制限しなくてはな

らなくなりました。今まで中心になってやっていたところ

が、開店休業みたいな状態になってしまいました。で、暇

が出来まして、何かしなければということを考えました。

　JALC のホームページを見ましたら、災害時の栄養の指

針というのがアップされてすぐ見られるようになっていま

す。災害時に必要な情報がいろいろあります。また母乳の

ことだけではなく、人工乳を使用するときの注意点もあり

ます。熱いお湯で溶いて作らなければいけないとか、哺乳

瓶は消毒が難しいため、紙コップを使う方法があるとか、

今回の震災前にすでにこういった情報が出ていたわけで

す。

　これをみんなに伝えなければ、ということで、仙台市と

宮城県に頼んで、この情報を被災地の避難所とかに回して

ください、ということをお願いしたのですね。そうしたら

すぐに県のほうも動いてくれまして、県庁の職員が、こう

いった通達を宮城県の中にすぐ廻してくれたのですね。 

廻した書類の内容はこの文章ともうひとつくらいの文章な

んですけれども。

　しかし避難所からはそれ以降も色々な情報が入ってきま

した。お湯がないので粉ミルクを水で溶いて赤ちゃんに飲

ませたら、おなかをこわしたとかですね。それを聞いて、

これはやはり情報は人任せにしないで積極的に流さないと

災害時の乳幼児栄養について

仙台市立病院産婦人科

渡辺　孝紀

　シンポジウム「災害時の母乳育児支援」

sendai city hospital, Ob/Gyn

sendai city hospital, Ob/Gyn

sendai city hospital, Ob/Gyn

sendai city hospital, Ob/Gyn
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いけない、と思いました。

　地震からちょうど１週間くらいたった頃でした。病院も

まだ暇だったので避難所を見て廻ろうと思いました。この

地図（次ページ）で、自分の家はこの辺にあるのですけれ

ど、飛行場がここですね、この○をつけたところが避難所

なのですが、一つ一つ見て回ったんですね。このスライド

の自転車で見て回ったんです。

　最初が３月 19 日なので、一番ひどい時は過ぎていて、

行った時にはお湯はどこでも使えるようになっていまし

た。お湯とあと粉ミルクは大体どこの避難所にもありまし

た。 コップはあったりなかったりでした。

　肝心な情報のことですが、実際に避難所を回って保健師

さんに聞いてみましたが、この方達は粉ミルクを作る時の

具体的な注意点とかはほとんどご存じない。 カップ授乳

というのも、ほとんど知らない。 ただ幸いというか、授

乳中の赤ちゃんの中で、粉ミルクを使っていた赤ちゃんは

いなかったのですね。授乳するような時期の親子は、この

時点でもうすでにほかの場所に移動していたんですね。

　でも、現場にこういった知識がないのでは困る。情報が

伝わっていないということはまずいということで、積極的

に広めていかないといけないということを感じました。

　そこでまず学会に連絡を取ることにしました。大学に連

絡をして産婦人科の学会に流してくれ、と。自分の入って

     災害時の乳幼児栄養に関する指針 改訂版   2011 年 4 月 

 

地震・津波や水害などの災害が起こると「災害弱者」としての乳幼児とその母親には、栄養についての特

別な支援が必要である。以下は、「災害時の乳幼児栄養」について、保健医療専門家としての観点からの指

針である。 

 

 「災害時の乳幼児栄養」は、災害の程度が大きければ大きいほど、栄養学的側面だけではなく、心のケア、

社会的サポート、および感染症予防の観点も視野に入れる必要がある。そのためには、乳幼児を母乳で育

て続けられるような母親への周囲の支援と配慮が重要である。また、ライフラインが整っていない状況で

は、乳児用粉ミルクを安全な方法で与えられるような特別な配慮が必要となる。 

 

１．１．１．１．    災害時だからこそ、母乳が重要災害時だからこそ、母乳が重要災害時だからこそ、母乳が重要災害時だからこそ、母乳が重要    

災害時には母親が不安・ショックであるとともに赤ちゃんも不安定となる。母乳を飲ませることによって

生きていることの喜びを母子ともに感じることが出来る。災害時には、母乳に存在する感染防御因子が、

非常事態で蔓延しやすい下痢や呼吸器感染症から赤ちゃんを守る。医療へのアクセスが制限されている状

況も想定した上での、長期的な視点をもった配慮が必要である。 

 

２．２．２．２．災害災害災害災害時も、母親が母乳を与え続けられるような時も、母親が母乳を与え続けられるような時も、母親が母乳を与え続けられるような時も、母親が母乳を与え続けられるような支援や支援や支援や支援や配慮を配慮を配慮を配慮を    

        ～ストレスで母乳が出なくなるのは一時的～ 

ストレスで一時的に母乳が出にくくなることがありえるが、母と子への充分な支援やこまやかな配慮があ

れば母乳育児を続けることができることを、支援者はじめ母親の周囲にいる人たちも理解することが重要

である。基本的には、母親に飲み物や食べ物や毛布など、温かい配慮と少しでも安心できプライバシーが

確保できる環境を整えることが大切である。 

    

３．３．３．３．災害時に母乳育児を推進する方法災害時に母乳育児を推進する方法災害時に母乳育児を推進する方法災害時に母乳育児を推進する方法    

１）ストレスやショックで一時的に母乳の出が悪くなったようでも、普段より頻繁に乳房を吸わせ続けれ

ば回復することが多い。また、授乳回数を増やせば 1日の総量で必要量に近づけることができる。混合

栄養の場合も、今までより頻繁に乳房を吸わせていれば、分泌量の増加が期待できる。 
 

２）母親が十分に食べられなくても、数週間であればそれまでと変わらない栄養分を持った母乳が分泌さ

れる。授乳中の母親には優先して水と食糧を供給する必要がある。 
 

３）母と子が一緒にいられないことは、母乳の分泌に影響を与える可能性がある。赤ちゃんも母親の不安

を感じて泣くことが多くなる事が多い。精神的に安心するためにも、たとえ避難所でも家族が一緒に過

ごせるように配慮する。 
 

４）避難所に授乳中の母と子のために、簡便であってもプライバシーが保持された授乳場所を確保する。 
 

５）災害時もしくは災害直後に出産がある場合、安全に粉ミルクが与えられない状況を考えると、なおさ

ら母乳育児がスムーズに始められる支援が大切となる。そのためには、出生直後からの早期授乳を含む

肌と肌との触れ合い、母子が離れずにいること、そして頻回授乳が大切である。 
 

６）赤ちゃんが母乳を十分に飲めているかどうかの目安（1日に５－６回の尿、生後 1か月くらいまでは

1日 3回以上の便など）を母親に伝え、不安感から粉ミルクを不必要に足さなくてもいいように支援す

る。 
 

７）出産後 1年以上経っても、母乳には感染防御的な価値も栄養的価値も十分にある。安全な水や離乳食

や食事が手に入るまでの期間、幼児も母乳だけで切り抜けることができる。 
 

８）母親が安心して母乳育児が続けられるように、母乳育児に詳しい専門家や母乳育児支援団体の相談窓

口を積極的に活用してもらう。 
 

９）たとえミルクを一時的に補充しても、授乳回数を頻回にすることを務め、分泌が改善したら、ミルク

を中止する。 

 

４．４．４．４．災害時に乳児用粉ミルクを与える際は災害時に乳児用粉ミルクを与える際は災害時に乳児用粉ミルクを与える際は災害時に乳児用粉ミルクを与える際は    

 災害時であっても、安全な調乳を心がけ、慎重に扱うことが重要となる。不潔な操作での調乳は、細菌

性腸炎を引き起こし、健康や命を脅かす危険があるため、以下の注意が必要である。 
 

１）混合栄養も含め、母乳を与えている母親が、母乳の分泌を心配して必要量以上の粉ミルクを与えると、

直接飲ませる回数が減り分泌量が減ってしまうことがある。粉ミルクは、赤ちゃんが母乳を十分飲めて

いるかどうかのアセスメントをした上で、医学的に必要な場合にのみ慎重に与えるようにする。 
 

２）清潔な水と洗剤で洗った容器、できれば熱湯消毒した容器で調乳する。十分な洗浄ができないまま消

毒液につけても効果がない。 
 

３）特に人工乳首を清潔に保つのは難しいため、人工乳首を使わず、紙コップ、洗剤で洗浄したスプーン、

湯飲み、あるいは茶碗などを使うのが望ましい。 
 

４）調乳の際は、粉ミルクの缶の説明文を読み、粉ミルクとお湯は正確な割合で調乳する。 
 

５）「サカザキ菌」感染予防のため、１回沸騰させた（めやすは７０℃以上）のお湯を使う。 
 

６）調乳後、遅くとも２時間以内に使う。」 
 

  （注）海外では人工乳首つきの調整液状乳（あらかじめ調乳された人工乳）があるが、わが国では 

   現時点では法的規制により利用できない。 

 

★コップでの授乳方法★コップでの授乳方法★コップでの授乳方法★コップでの授乳方法    

 哺乳びんを使用するのではなく、調乳したミルクはスプーンや小さなコップで飲ませることができる。

消毒ができないような状況下では、使い捨ての紙コップが便利である。 

１）赤ちゃんが完全に目が覚めている状態で母親のひざに乗せ、やや縦抱きになるような姿勢をとる。 

２）コップを赤ちゃんの唇にふれるようにし、コップの中のミルクが赤ちゃんの唇にふれるくらいにコッ

プを傾ける。コップと赤ちゃんの唇の位置は、コップを下唇に軽く触れるようにし、コップの縁が上唇

の外側にふれるような関係となる。 

３）赤ちゃんの口の中にミルクを注ぐのではなく、コップを赤ちゃんの唇につけたまま保持し、赤ちゃん

自身で飲むようにする。 

４）赤ちゃんは満ち足りると口を閉じ、それ以上飲もうとしなくなる。必要量はこぼす分を見込んで調乳

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 下記の3団体はそれぞれ、あるいは協力して、乳幼児栄養についての相談と支援を積極的に行っている。 
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いる学会で知っている人がいれば、その人を通じていろん

な学会にメールを出しました。いろんな窓口にメールを出

して頼んだのですね。被災地の中心地区からの依頼という

ことで、どこでもすぐ出してくました。 2 日か 3 日のう

ちに , 学会のホームページに掲載されました。 例えばこの

スライドですが、今回発表するのでサイトから取ってきた

ものです。 内視鏡学会なんてあまり関係ないような学会

ですが、一番上のところにでています。学会によってはた

どっていかないと出てこないところもあります。 内視鏡

学会は実はここの星合先生と私は直接の先輩で、すぐに喜

んで何でもやるよ、ということで、出してもらったのです

ね。こういうことで少しでも情報が広まるんじゃないかな

と思います。

　これは先ほどもでましたけれども、JALC で翻訳した人

工乳の赤ちゃんのための必要物資です。母乳の子どもに対

する必要物資と比べてみて下さい。ちゃんとしたミルクを

作るためには、お湯を沸かす必要がある。他にも沢山のも

のがいる。粉ミルクの場合はこんなに支援物資が必要だと

いうこと・・・あと紙おむつ、おしりふきですね。

　このカップフィーディング（次ページ３番目）は、被災

地に回った時には実際に動画で持って行ったほうが保健

師さんとかがよくわかってくれるんじゃないかと思って、

You Tube にでていたのを持っていったのです。哺乳瓶

sendai city hospital, Ob/Gyn

「災害時の乳幼児栄養について」

作成：母乳育児団体連絡協議会
日本母乳哺育学会 htt // i j /b /日本母乳哺育学会 http://square.umin.ac.jp/bonyuu/
日本母乳の会 http://www.bonyuweb.com/
NPO 法人日本ラクテーション・コンサルタント協会 http://jalc-net.jp法 p j jp

2007 年10 月第1 版

仙台市
宮城県

日本産科婦人科学会
そ 他 学会 団体宮城県 その他の学会、団体
マスメディア

sendai city hospital, Ob/Gyn
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（3.18. みやぎ母乳をすすめる会会員より）
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がなくてもコップや紙コップで赤ちゃんはミルク

飲めますよ、ということです。

　先ほどお話があったの吉田とも子さんのいた避難所のあ

る南三陸町というところの大きな避難所のアリーナにも

持っていって、紹介してきました。 お話しして思ったの

ですが、保健師さんとかはご存じないのですね。母乳は粉

ミルクとは違う、母乳が大事だ、ということを知らない方

も多いんですね。そのあと１週間くらい経ったあとにまた

同じ場所に行って見たんですけど、状況はまだ同じでした。

お湯はある、粉ミルクもある、紙コップもある、ただ知識

がない。

　宮城県にお願いして伝えてもらったはずなんですけれ

ど、実際には避難所にはその文書は伝わってないのです。

印刷したこういう書類を持って行って、こんなの来てませ

んかと聞いても、色々な情報や書類が行くので把握されて

いない。出す方が気合を入れて回すようお願いするのです

が、県のほうからは担当職員が回すルートに乗せて終わり

で、ほんとに行き渡ったのか、見てもらっているのかとい

うことはチェックできないのです。

　避難所の方では避難所の方としていろいろな問題が山積

していて、その沢山の中の一つの情報だけ強調して取り上

げる、というのは難しい。目の前のことで手いっぱいです。

要するに結論から言うと、災害が起こってしまってから情

報を展開するのでは遅いんですね。災害が起こる前に、災

害時、緊急時の対応も考えて、母乳育児支援をしていかな

いといけないのではないか、と思いました。

　その後液体ミルクが海外から運ばれて来る、という話が

出てきました（スライド３番目以下）。問題は単純ではな

いのです。液体ミルクは非常時には大変有用なものと思い

ます。ただ、使い方の注意が必要です。普段使っていない

ものなので。また使い捨て哺乳びんというのも送られてき

ました。とくにアメリカなんかでは、使い捨てで、哺乳び

んの中に液体ミルクが入っていて、これはひと肌で温めさ

えすればそのまま使える。非常時には今後使える可能性が

あると思います。

　このスライド（次ページの３番目）は、先ほども紹介が

ありましたけれども、IFE コアグループ作成の災害時にお

ける乳児の栄養です。WHO などの機関の代表の人が書い

ています。これには何でも書いてあると思ってしまうので

sendai city hospital, Ob/Gyn
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すけど、避難所で実際に役立つような知識をメイン

に書いてあるのではないんですね。粉ミルクは管理

してやらなくてはいけないというような管理上の話

です。本当はそうなんですけども、緊急時に何が必

要でどうやったらいいかという具体的な情報は実は

あまり書いていないんですね。

　ここにあるのは液体ミルクのサイトの記事です

が、もうすでに日本に入ってきてしまったわけなの

で、JALC の先輩方に早く注意点等について、こう

いうのを作ってくれとお願いして文書を作ってもら

いました。スライド（４番目、５番目のスライド）

がその文書です。

　あと、わたしは日本母乳の会に入っているのです

が、今年の夏おこなわれた「母乳育児シンポジウム」

で、災害時の母乳育児支援についてのシンポジウム

があり、そこで司会をやれってことになりました。 

このプログラム（次ページ２番目）にある方々が発

表しましたが、先ほどのみなさんの発表と同じよう

に、本当に一つ一つのお話、感動する話がいっぱい

ありました。

　この時思ったのですが、ライフラインがだめに

なった場合でも、母乳育児は可能なのですね。おっ

sendai city hospital, Ob/Gyn sendai city hospital, Ob/Gyn
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ぱいは出るのです。お母さんが空腹でも、少々具合が悪く

ても、おっぱいだったら出る。ただ周囲のサポートが必要

で、それがないといけないのです。

　そういった母乳育児支援をすると、お母さんと赤ちゃん

から支援してる方が元気をもらう、という話もありました。

しかし災害が起きてからさあ母乳だ、というのではなくて、

日ごろからと言うのが大事です。災害が起こる前から、つ

ね日ごろから、母乳育児支援に努めることが大切です。

　それと、いくら母乳といっても 100％というわけにはい

きません。母乳が出ない場合もあり、やはり人工乳が必要

な場合があります。その場合にはどういう支援が必要か。

モノですね、あとソフトウェアですね・・・。そういった

ことも災害が起こる前から準備しておかないといけないん

ではないかな、ということを思いました。

　このスライド（４番目）は仙台市の波分神社という神社

です。大昔にやっぱり今回と同じようなところまで津波が

きたことがわかります。波を分ける神様がいて、波分神社

のある場所で津波を食い止めたといわれています。ここま

で津波がきたんだよ、ということを後の世の人にわかるよ

うに、昔の人が何百年か前に作った神社ということです。

いままでそのことはもう忘れられていたのですが、このよ

うな津波は今回初めてではなくずっと昔からあったんです

ね。

　今回のことでわかったことはなにか、大切なことはなに

か、われわれも後の世の人たちに伝えていかなくてはいけ

ない。今回の災害で亡くなった方も多いです。われわれ生

き残ったものがやっていかなければいけないんです。

　母乳育児支援、全員が母乳でいければすごく問題は簡単

になってくるんですね。赤ちゃんは大丈夫なんです、半年

までの赤ちゃんはもう何も心配いらない。お母さんが餓死

しなければ、赤ちゃんは生きられるんですね。 ところが

そうじゃない場合もある。できるだけ母乳率を上げること

は大切ですが、母乳だけでは不十分な場合を考えて、やは

りその対応を考えておかなければいけないわけです。では

粉ミルクとその使用方法がわかればいいかと言うと、それ

だけではやはり不十分と言う事にも気がつきました。粉ミ

ルクがない場合もあるからです。とくに災害の急性期、１

日目、２日目、３日目くらいまでは、粉ミルクどころか、

お湯も紙コップも何もない。そういう時に対しては、何を

sendai city hospital, Ob/Gyn

避難所には、、、

１、授乳中、粉ミルク使用中の乳幼児がほとんどいなかった。
２、粉ミルク、お湯はあった。

紙 プはまちまち３、紙コップはまちまち
４、粉ミルク使用時の注意点についての知識、情報はほとんどなし

、、、、、災害時の乳幼児栄養についてよりひろく情報の伝達が必要

、、、、、災害がおこってしまってから情報を伝達するのでは遅い！！、、、、、災害がおこってしまってから情報を伝達するのでは遅い！！
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備えておくべきか、どんな知識を持っておくべきか、とい

うのを今のうちから、災害のはじまる前からちゃんとして

おかなくてはいけない、そういったことを、これから伝え

ていかなくてはいけないんではないかと。

　いろいろな災害対策の冊子、ガイドラインを見てみまし

た。IFE コアグループの冊子には哺乳びんを使う場合のリ

スクは書いてあるんですけど、粉ミルクがない場合はどう

したらいいかと言うことについては書かれてはいないんで

すね。

　これ（５番目スライド）は平成 19 年に東京都で作った

ガイドラインです。粉ミルクを配る場合は粉ミルクだけ

じゃなくて、哺乳瓶、お湯、消毒剤とセットで供給できる

体制にするというようなことは書いてあるけど、粉ミルク

のない時の話は書かれてないです。［編集者注：東京との

ガイドラインについては、全ての乳児のいる家庭で（母乳

で育てていても母乳は出なくなることがあるので）、人工

乳や哺乳ビンを備蓄するようになど随所に適切でない記載

があり、当時 JBSN（JALC の★団体である母乳育児支援

ネットワーク）の有志から修正を申し込んだと言う経緯が

あります。］

　次のスライド（２番目）は厚生労働省が震災の直後に、

こういうことに注意しなさい、と出した文書ですけれども、

これにはお湯が用意できない時には水で、これはしょうが

ないですね、何もなければ衛生的な水でやるしかないので。

ここにも、粉ミルクがない時にはどうすればいいかと言う

ようなことは書いてない。じゃあ、

どうするか。

　ありました。これ（５番目スライド）は、先ほども紹

介されていた Gribble さんの論文です。まだドラフトの

段階で JALC の人たちが許可を得て訳したものです（編

集 部 注 http://www.jalc-net.jp/gribbleandberry.pdf）。

Facebook でお友達になったので、写真を載せています。

この論文には、粉ミルクが利用できない時はこうしなさい、

ということが書いてあるのですね。ただの水は低ナトリウ

ムになるからいけない、牛乳があれば使用できる。牛乳そ

のままだと濃いので、水で薄めて砂糖を加える、などです。

これには文献があって、最後の

文献 23 がそれです。

　この Emergency Nutrition Network の文書は 2007 年

sendai city hospital, Ob/Gyn
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に出ていて昨日入手しました（最後に資料として掲載）。 

次ページトップのスライドがそれです。牛乳、ヤギ、ラク

ダの乳の場合は３分の２に薄めるが、羊とかバッファロー

の乳の場合は倍に薄めるのがよいとか、こういったデータ

があるのですね。 探せばあったのです。 粉ミルクはない

けど牛乳はある、という場合に使えると思います。同じこ

とが、日本小児保健協会というサイトにも少しだけ出てい

ました。スライド（３、４番目）で紹介します。もとは昭

和 49 年に書かれています。粉ミルクがない場合には、牛

乳を 2/3 に薄めて砂糖を加える、とある。先ほどの文献

と同じです。多分、昔から行ってきたやり方でしょう。小

児の栄養学の歴史に出てくる教科書的な知識で、当たり前

の話とも聞きましたが、少なくともその領域以外の人や一

般の人は誰も知らない。こういう情報をきちんと出すと言

う事も支援団体としては必要な事と思います。

　では、さらに牛乳もない時はどうするか。これは未熟児

新生児学会のサイトにありました。この学会はえらいです。 

粉ミルクがない時には、湯冷ましに砂糖を混ぜたものなら

よいとある。 こういう事が書いてあるだけでもすごく安

心できるんですね。母乳も粉ミルクも牛乳もない時には、

少しならこれで一応命をつなげるでしょう。重湯の事も書

いてあります。

　それから民間のサイトですけれども、ビーズなんとかと

いうサークルのサイトで、粉ミルクがない時、おむつがな

い時、生理用品がない時、トイレがない時の対策が出てい

ます。ここの記事は BFH、赤ちゃんにやさしい病院認定

のＩクリニックのＩ先生が書いています。エビデンスとか

いうことはあまり考えないで見て欲しいのですが、重湯の

作り方、砂糖水の作り方も出ています。これは一時しのぎ

のものともあります。でもこういったことも、すごく大事

な情報だと思います。あと簡易トイレなどの情報もありま

す。丈夫な段ボールに穴を開けて、こういう風に座れる、

こういった情報がでています。 あとおむつですね。買い

物のビ二ール袋を切って作ることができる。古い T シャ

ツとガムテープを使った非常用のナプキンの作り方と言う

ような情報も出ています。

　緊急時にはわれわれはまず生き延びなきゃいけない、ま

ず生活できなきゃいけないということです。

　まとめです。災害時の乳幼児栄養についてお話ししてき

sendai city hospital, Ob/Gyn

災害特別シンポジウムのまとめ災害特別シンポジウムのまとめ

１ ライフラインが不十分な場合でも母乳育児は可能１、ライフラインが不十分な場合でも母乳育児は可能
２、周囲のサポートが必要
３ 母と子から 支援者が元気をもらう３、母と子から、支援者が元気をもらう

日ごろ（非災害時）から母乳育児支援につとめる、、、、、、、、日ごろ（非災害時）から母乳育児支援につとめる
それが防災活動になる

人工乳の必要な場合もある、人工乳の必要な場合もある、
備え（物、こころ）が必要
個人のレベル、支援する側として

sendai city hospital, Ob/Gyn
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ました。今後の課題です。日ごろから、母乳育児支援に努

めることが大切、と言うことがわかりました。われわれの

病院も赤ちゃんにやさしい病院を目指してやっています

が、今思うと私は本気ではなかったのですね。今度震災が

あって改めて考えたのですが、防災という観点からは、日

ごろから母乳育児支援に努め

ることが重要だと。母乳率が 90％でも 95％でも、・・・

それだけでも防災活動になるのです。 ただ母乳がどうし

ても足りない場合の対応もやはり考えなくておかなくては

いけない。それも一緒に母乳育児支援の中でやっていくの

が正しいと思うのです。母乳育児支援は母乳だけというの

ではなくて、母乳が足りない時にはどうするか、というこ

とも含めてやっていかないと、片手落ちになる。粉ミルク

ない時は液体ミルクというものがあるけど、牛乳とか、重

湯や、糖水とか、その作り方とか、心構えというものも大

切です。

　個人の立場で支援する場合、何を用意するか、どういう

知識が必要かですね。個人でサポートするというと、それ

は看護師さんであるとか、保健師さんであるとかになると

思います。

　あと重要なのは行政のレベルでのサポートですが、これ

いまは全然足りないんですね。早く整備する必要がある。

仕組み、というものを作る必要があります。いつ次の震災

が来るかわかりません。 地震、津波だけとは限りません。

何が起こるかわかりません。

　母乳育児支援ではまず母乳を広める、ということと、そ

れだけでなく非常時を想定した備え、両方とも必要ですね。

ここにいらっしゃる皆さんは、とくに母乳は大切というこ

とはわかっている。でも、どちらももっともっと推進して

いかなくてはと思っています。

　ご清聴どうもありがとうございました。（終わり）

我々は何をどのように伝えてゆくのか我々は何をどのように伝えてゆくのか

・母乳育児支援（防災活動）につとめる

・母乳のみでは不十分な場合もある
・粉ミルク お湯 紙コップ・粉ミルク、お湯、紙コップ
・（液体ミルク、使い捨て哺乳瓶）
・人工乳がない時は？人工乳がない時は？
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         抜粋（12８ページ ） 

 

 

 

 

 

 

 

家庭での調整乳の作成方法 

 

 新鮮乳（または新鮮乳と同等の還元乳）から作成 

 

牛乳、山羊の乳、らくだの乳から 150ml の調整乳を作

る場合 

     100ml の湧かした乳汁 

      50ml の沸かしたお湯 

       10g の砂糖（スプーンすりきり２杯に相当） 

 

羊乳、水牛の乳汁から 120ml の調整乳を作る場合 

      60ml の湧かした乳汁 

      60ml の沸かしたお湯 

        ６g の砂糖（スプーン山盛 1 杯に相当） 

 

 計量した乳汁と水は、混ぜてから湧かしても、湧かし

た乳汁にお湯を湧かしてから混ぜても、どちらかやり

やす方法でよい。その後で砂糖と微量栄養素（127 ペ

ージ）＊を加えてよく混ぜ、飲用カップに注ぐ。 

    

127 ページ  

＊必要な微量栄養素はマグネシウム 7.5μg、鉄 

1.5mg、銅 100μg、亜鉛 205μg、ヨード 5.6μg、ビタ

ミン A 300IU、ビタミン D 50μg、ビタミン E 1 IU、ビタミ

ン C 10mg、ビタミン B1 50μg、ビタミン B2 80μg、ナイ

アシン 300μg、ビタミン B6 40μg、葉酸 5μg、パント

テン酸 400μg、ビタミン B12 0.2μg、ビタミン K 5μg、

ビオチン ２μg である。微量栄養素を含まない調整乳

の使用は、ごく短期間に限られるべきである。 
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Home-prepared formula from liquid milks

Recipes using fresh milk (or milk reconstituted to be equivalent to fresh milk)

To make 150 ml of prepared formula using fresh (or reconstituted) cow’s, goat’s or camel’s
milk, mix:

100ml boiled milk
50 ml boiled water
10g (2 levelled teaspoons) sugar

To make 120 ml of prepared formula using fresh sheep or buffalo milk, mix:
60 ml milk   
60 ml water 
6 g (1 rounded teaspoon) sugar 

Milk and water can be measured, mixed and then boiled together. Or the milk can be boiled
separately and boiled water added according to convenience.
Then add the sugar and micronutrients (see p 127). Stir well and pour into feeding cup. 

Table A in Annex 5 shows the volume and number of feeds required by infants of different ages
and weights.

Using commercial infant formula 

All commercial infant formula used should be labelled in the appropriate language.
Infant formula must be prepared according to the instructions on the label.

•  Over-dilution results in decreased nutrient and energy intake.

•  Under-dilution results in an over-concentrated formula that places heavy demands on the 
infant´s immature metabolism. 

Always follow instructions on the tin or packet.

An infant formula available in an emergency may not be the one a mother has normally used for
her infant. Advice on preparation must take this into account. In particular:

• Checking the volume of water needed per scoop of formula.
Commercial infant formula usually comes with a special measure (called a scoop) in the tin
or packet of powder.  This should be used only for that brand of infant formula. Standard
commercial infant formulas use one level scoop of powder to each 30 ml of water. Always
check the instructions of the particular product you are using as some brands use different 
size scoops.

• Measuring water. 
To prepare most commercial infant formulas, you first measure the water and then add the
powder. However, check the manufacturer instructions as these can vary. 

•  Measuring milk powder. 
Each scoop of powdered milk must be levelled for accurate measuring. Do this by drawing 
the back of a clean knife or the straight handle of a spoon across the scoop, so the powder is
level with the edges of the scoop. Do not round, heap or press down the milk powder in a
scoop.  

See Annex 9 for details on safe preparation of a breastmilk substitute feed and Annexes 2 and 8
for how to cup or bottle feed an infant. 

Annex  7

災害時の乳幼児栄養、、、今後の課題

１、日ごろから母乳育児支援につとめる（母乳率を上げる）
防災活動の一環

２、災害時を想定した母乳育児支援活動
母乳のみでは足りない場合の対応母乳 み 足りな 場合 対応

粉ミルク＋お湯、液体ミルク、牛乳、重湯、糖水
備え（物、こころ）が必要
個人の立場 非個人（職種 行政）のレベル個人の立場、非個人（職種、行政）のレベル

早急に仕組みをつくることが必要早急 仕組みを くる 必要

母乳育児支援 １と２の両方が大切母乳育児支援；１と２の両方が大切

sendai city hospital, Ob/Gyn
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Home-prepared formula from liquid milks

Rec i pes  us ing  f r e sh  m i l k  ( o r  m i l k 

reconstituted to be equival ent to fresh 

milk)

To make 150 ml of prepared formula using 

fresh (or reconstituted) cow's, goat's or 

camel's

milk, mix:

100ml boiled milk

50 ml boiled water

10g (2 levelled teaspoons) sugar

To make 120 ml of prepared formula using 

fresh sheep or buffalo milk, mix:

60 ml milk

60 ml water

6 g (1 rounded teaspoon) sugar

Milk and water can be measured, mixed 

and then boiled together. Or the milk can be 

boiled

separa te ly  and bo i l ed  water  added 

according to convenience.

Annexes

Then add the sugar and micronutri ent s 

(see p 127). Stir well and pour into feeding 

cup.

Table A in Annex 5 shows the volume and 

number of feeds required by infants of 

differ ent ages and weights.

Using commercial infant formula

All commercial infant formula used should 

be labelled in the appropriate language.

Infant formula must be prepared according 

to the instructions on the label.

・Over-dilution results in decreased nutri 

ent and energy intake.

・Under-dilution results in an over-conc ent 

rated formula that places heavy demands 

on the infant's immature metabolism.

Always follow instructions on the tin or 

packet.

An  in fan t  f o rmu la  ava i l ab l e  in  an 

emergency may not be the one a mother 

has normally used for Annex 7
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手　　記
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手記について

収集期間：

平成 23 年 5 月から。

収集対象：

「NPO 法人・みやぎ母乳育児をすすめる会」や「東北母乳の会」の会

員、関連する病・医院、個人。

収集方法：

「NPO 法人・みやぎ母乳育児をすすめる会」の理事会、メーリングリ

ストなどで告知、個人へ依頼し、郵送、ファックス、メールで収集した。

収集内容：

震災時の体験、ライフラインの状況、乳幼児やその母親、支援者への

支援など。
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　手　記　１

被災地石巻より

医療法人　あべクリニック産科婦人科　理事長

阿部　洋一

　石巻市でもあの容赦のない大津波に呑み込ま

れ 4.000 人近い尊い命が奪われてしまいまし

た。市区町村別の津波浸水域面積も、石巻市は

73 ㎞ 2 と他の地域よりも突出して広くなって

います。被害が拡大してしまった原因は大きく、

　この生地に産婦人科有床診療所を開業して

24 年、3 月 11 日は奇しくも当院の開業記念日

でした。ささやかながら赤飯を炊いて皆で労い、

その後仕事に就いて間もない時でした。あの

途方もない大きな長い地震が来ました。すぐ 2

階病室に駆け上がりましたが、赤ちゃんをしっ

かりと抱きながら不安に震えているお母さん方

を目にすれば一刻も早く家族の元に帰って頂く

ことが最良と判断し、職員も当直者 2 名を残

し直ぐに帰宅させました。それから 10 数分後

に津波警報が鳴りましたが後で全員無事に辿り

着いたことを知り安堵しました。まさか海から

2 キロ以上も離れているここまではと考えつつ

隣接している自宅からありったけの食料品と石

１）生活拠点が川沿いや沿岸部に集まっていた。

２）地震で地盤が 80 ㎝程沈下してしまったと

ころに津波が押し寄せてきた。３）北上川と旧

北上川を津波が河口から15㎞も遡上したこと、

などがあげられます。

油ストーブ、ガスコンロも運びだし、老いた母

も 2 階病室まで連れて行ったものの、妻と娘、

孫達が買い物に行ったまままだ帰宅せず大いに

気を揉んでいました。やっと帰ってきたその直

後にあのどす黒い津波が押し寄せてきました。

まさに間一髪でした。

　病室から見ると（写真①、②）不気味に水嵩

を増してきており、その勢いから全員に 3 階

屋上の倉庫部屋に身を寄せてもらうことにしま

した。退院出来なかったお母さん方と近所から

避難してきた方を含め 17 人で雪交じりの寒い

夜、余震に怯えながらまんじりともしないで一

晩を過ごすことになりました。
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　結局、海からだけではなく反対の北上川支流

からも津波は押し寄せ、1.8 メートルの高さに

到達しました。低地のため水が引くまで 3 日

間もかかりましたがまるで暴徒がやってきて分

厚く泥を撒き散らしながら尽く荒らし回って逃

げ去って行った、そんな有様でした。

　本当に被害は甚大でした。1 階の X 線装置

などの全ての医療機械のほかに、家具、厨房の

調理器具、業務用冷蔵庫、食洗機、職員休憩室

の床、壁、家具、便器５台、PC ３台、TV ３

台、水没したコンセント、電気コード、エアコ

ン５機、電気温水器３台、エレベーター、浄化

槽の制御モーター、水道の給水ポンプ、隣接し

ているマタニティハウスの床、壁、家具類、電

気製品など、アップライトピアノ（処分）、グ

ランドピアノ（10 回以上修理、調律して再生

できました）、自宅は基礎が傾き、窓枠が大き

く歪み、解体を余儀なくされました。大量の医

学書、文献、資料、楽譜の流失も痛手でした。

（水没したレセコンは 4 日目に業者が持ち帰り、

洗い流して何とかデーターはリカバリーできま

した。塩水に浸ってはいましたが、1 週間以内

であれば戻せる可能性は高いとのことです。今

回の震災を機にネットを活用したバックアップ

システムの構築を業者は急いでいますので、ご

確認されてはいかがでしょうか。）

① ②

玄関の厚いガラスも割れている 外来廊下を覆った分厚い泥 多くのカルテも流失しレセコンも

水没
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 １階の外来部分はやっと改装したばかりでし

たし、自宅も大規模半壊でとても住める状態で

はなく、はたして、これから復旧して再開する

というのは無理ではないだろうか、という半ば

諦めの気持ちを抱きながらただただ虚無感に襲

われるばかりでした。

 ところが石巻市内の分娩取扱い診療所４か所

のうち２か所が廃院を決め、１か所は再開まで

かなりの時間がかかるという情報が飛び込んで

きました。当地区の分娩数は月 150 件ほどで、

うち石巻赤十字病院で 50 件、100 件を４か所

の診療所でこなしていたことも踏まえれば、妊

婦さん方の不安、動揺と、そして分娩が１か所

に集中してしまった石巻赤十字病院の多忙を極

めている状況を想うと立ち止まって手を拱いて

いる暇はありませんでした。

　幸い職員と小生の家族が全員無事であったこ

とと、自宅が大変な状況にもかかわらず来てく

れた多くの職員の心意気に後を押され立ち上が

ることが出来ました。

　あの悪臭漂うヘドロとの格闘から始まりまし

た。いったいあの信じられないほどの精神力と

体力はどこから湧き上がってきたのでしょう

か、朝から夜遅くまで不休で、まさに立ち向かっ

ていました。

　分娩の再開には見切り発車は許されません。

当初早くて５月下旬の再開を目論んでいました

が、多くの支援も頂きながら、全ての歯車がう

まく噛み合い３週間後の４月１日の再開に漕ぎ

付けることが出来ました。まさに驚異的で、周

りからは奇跡とも称されたほどでした。

　確かに大津波までは想定できませんでした

が、近い将来、90％以上の確率で宮城県沖地

震が発生すると予測されていたことから、ある

程度の資金の貯え、食料の備蓄、防災グッズの

備えなどは想定内であったと言えるかもしれま

小待合室のソファ、本棚もひっく

り返り多くの絵本も流された

購入したばっかりの iMac も廃棄に

３台のエコーも廃棄へ

自宅居間も食器棚、洋服箪笥も倒れ

検診、内診台４台も処分。泥は大

分かき出している

ソファもひっくり返り、足の踏み

場もなく部屋も歪んでいる
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　左の写真は、ちょうど１か月後の４月 11 日に当院

で生まれた赤ちゃんです。毎日新聞１面に載りました。

　また、震災当日の午前中に出産した妊婦さんは市内

沿岸部に住んでいる方で、まさに何かの力が働いたと

しか思えない程でした。

　一方、診ていた妊婦さん、当院で生まれた赤ちゃん、

こどもさん、お母さん方も何人か津波に呑み込まれて

しまいました。

　日が経つにつれ、え、あの人も？そういう情

報が入ってきて本当に心が痛みます。堪えます。

スタッフの中にも、愛息、親族を亡くしたり、

家を流され、避難所そして仮設に移り住んだり、

仙台への転居を余儀なくされたりとそれぞれ大

変な思いを経験しているものもいます。

　ケアする方が実はケアを必要としている、サ

ポートさえなければならない、早く再開を果た

したもののこの点が辛いところでした。幸い、

お産が増えるにつれ「お母さんと赤ちゃんから

元気をもらい前向きになれるね」とのスタッフ

の一言で少し救われた気もしました。

　「艱難（かんなん）、汝を玉となす」という故

事のように、玉までには至れなくとも、今回実

に多くのことを学ぶことが出来、そこから少し

は成長できたこともあったかもしれません。

沢山の人々との出会いから、改めて人間の持つ

思いやり、優しさ、温かみを感じ取ることが出

来ました。もしかしたらこのことが、あの憎み

切れないほどの罪深い震災のせめてもの償いな

のでしょうか。

　これからも「いのち」の誕生をお手伝いでき

るという喜びとやりがいを感じながら皆で微力

を尽くしたいと考えています。

この石巻が蘇えり、あの港町の賑わいが戻って

くることがそう遠い日ではないことを信じなが

ら。

　この誌面をお借りしまして、皆様から多くの

ご支援を頂きましたことを心より深く感謝を申

し上げます。

ありがとうございました。

～震災から半年、９月中旬に～

せん。普段出入りの業者のリスト作成も有用で

した。緊急時の各会社との連絡方法は、固定電

話はしばらく使用できないため担当者の携帯電

番号は必須でした。

　まさに常日頃からの「病診連携」ならぬ「会

（社）診連携」も必要かもしれません。

　そして、加えて、「体力、気力」、「使命感」、

「家族」そして数々の「幸運」、が今回、スピー

ド感を持って復興の軌道に乗せることが出来た

キーワードだったようです。



－ 29 －

●当時の状況

　実家で子ども（生後９日目）に授乳している

最中に地震発生。家にいた家族と共に車で近く

の小学校へ向かった。しかし子どもを迎えに来

た車で小学校前はごった返していたため、石巻

霊園へ向かうことにした。

　向かう途中の鳥揚で渋滞。霊園はあきらめ鳥

揚の道路路片に駐車。雪が降り始める。近くの

モーテルで１部屋借りることができた。

　子どもには２時間おきの授乳。明かりはケー

タイ電話の画面からの光が頼り。恐怖、不安、

寒さで眠れなかった。オムツが切れ、モーテル

の管理人さんから犬のオムツを頂き、使用。

食事はあまりのどが通らなかったが、子どもの

ために食べた（おかゆ）。実家へ戻ったのは２

日後の 13 日。変わりはてた町並に愕然とする。

●困ったこと

○地震が起き、どこへ逃げるべきなのか、とっ

さの判断ができなかった。今、思えば車での移

動は間違っていたのか？　しかし、年老いた祖

父母が一緒にいたことを考えると、車で逃げる

他なかった。

○一時的な避難ですぐに家に戻って来られると

思い、子どものオムツを２、３枚しか持たずに

出たため、避難先では、犬のオムツを頂き使用。

非難グッズを用意しておくべきだった。

○電気が復旧するまでの１週間、夜の授乳は懐

中電灯で照らしながら、電池を無駄にしないよ

うに、こまめに消すようにした。

○沐浴をさせてあげられなかった。

２、３日に１度、湯を沸かし、バケツに入れて

洗った。

（家族が近くの井戸や自衛隊から何往復もして

持ってきてくれた貴重な水。）

　手　記　２

石巻市　母親

●感謝していること

家族に支えられてこの震災を乗り越えられた。

産後間もなかったとはいえ、周囲の助けがな

かったら、ここまで来られなかった。

自衛隊の方々を始め目には見えないたくさんの

人と人とのつながりを感じた。

困っている時は助け合う。当たり前な事だけど、

改めて大切な事だと気づかされた。

今度は私と娘（９ヶ月）が恩返しする番。

乱筆で申し訳ありません。すこしでもお役に立

てたなら幸いです。
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　３月上旬に初めて出産を終え、震災があった

のはそれから１週間後のことでした。当時私は

石巻市の湊にある実家に里帰り中であり、地域

的には被害の大きいところでしたが、幸い自宅

は山側だったため水害はほとんどなく、自宅も

倒壊を免れたので避難することなく自宅で被災

生活を送りました。

○水の確保

　まずはじめに困ったのが何といっても水でし

た。備蓄していた水はわずかだった為、飲料水

を最優先とし、こどもの入浴等は当分はできな

いと思っていたが、２日後に近所の方が、井戸

の水で良ければいつでも使ってと声をかけてく

れたので、ありがたく使わせて頂くことにしま

した。毎日、私の兄弟が水を汲んできて、それ

を父が庭先で薪で火をおこしてくれ、おかげで

ほぼ毎日、こどもを入浴させることができまし

た。給水車もありがたかったですが、自宅で井

戸を汲んでるところがわかれば、今後も何か

あった時に便利かと思いました。

○寒さ対策

　11 日の夜は車内で過ごすがガソリンがわず

かだったためエアコンは極力つけず毛布等でし

のいだ。しかし、こどもは寒さで何度も目を覚

ましフガフガと息をしては寝つけずにいた。少

しでも暖かくしようとホッカイロを布団に貼

り、その上に重ねたタオルを敷いてホットカー

ペットがわりにした。暑くなりすぎぬ様時折手

を入れて温度を確かめた。お湯が沸かせるよう

になってからは湯たんぽを使って暖をとって過

ごしていた。

　手　記　３

石巻市　湊　母親

○オムツ、粉ミルクの確保

　当時オムツは１袋しかストックしていなかっ

たので正直焦ったが、近所の方が声をかけてく

れすぐに配給してもらえたのでとてもありがた

かった。粉ミルクに至っては母乳で育てるつも

りだったのでミルクも哺乳ビンも全く用意して

いなかったが、震災後に私が体調を崩し授乳が

難しくなってしまったので近くの小学校に行っ

て粉ミルクと哺乳ビンを分けてもらった。母乳

で育てるにしても、万が一母親の身に何かあっ

た時の為に、粉ミルクと哺乳ビン等は一応用意

しておくべきだと思った。

○医院の情報

　こどもの黄恒が強かったため、３月 12 日に

通院する予定であったが、医院も被災していた

ため、通院できなくなりこのまま受診できな

かったらと思うと不安で仕方なかった。どこの

医院が受診できるのか全く情報もなく、小学校

の医療チームでも診断できないと言われたの

で、家族が直接医院に行って再開できる日を聞

いてきてくれた。こどもも何の問題もなくて安

心したがあの時、何か急変したり異常があった

ら何の情報もなく不安は増すばかりだったと思

う。
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　私達家族が被災したのは、息子を産んで一段

落してからだったのでニュースなどであったよ

うな、車で出産などではなかったので、その当

時に出産された方々よりは、そこまで大変では

なかったように思います。

　地震がきて、他の患者さん達が家へ帰って行

きましたが、私達は実家へ帰る手立てが無かっ

たため、病院に泊まらせていただいたので、息

子のオムツに困ったり、母乳だったので粉ミル

クに困ったりはしませんでした。ただ、２才に

なったばかりだった娘のオムツが外出用に数枚

しか手元になかったので、紙オムツが手に入る

２、３日後まで、産後に母親が使用するナプキ

ンを病院からわけていただき、使用前の紙オム

ツに挟んで耐えていました。

　病院にお世話になっている間は、先生や看護

師さんに良くしていただき、そこまで大変だと

思うことはありませんでした。又、被災後２日

目頃には新生児がいるということで、自衛隊か

ら飲み水をわけていただいたので、私達家族の

ごはんも病院に残っていたものから看護師さん

や先生の奥様が色々と考えて出していただき困

ることはありませんでした。

　被災して、５日目にやっと繋がった携帯電話

で旦那の実家と連絡を取ることができたので仙

台の旦那の実家へ帰ることができました。

　仙台へ帰ってからも、家族皆でオムツを色々

な所から探して調達してくれていたのですごく

助かりました。仙台では、帰ったその日に電気

が復旧していたので、暖もとることができたの

で赤ちゃんの体温を心配せずにすみました。又、

赤ちゃんの入浴も産後すぐの１回は入ることが

できましたが、その後は何もできずにいました

が、卓上コンロや電気ケトルを使用して少しず

　手　記　４

石巻市　母親

つお湯を沸かしながら入れてあげることができ

ました。

　ただ、産後に行うガスリー検査や耳の検査を

していなかったので、仙台市から協力していた

だける助産院を紹介していただき、赤ちゃんの

成長や検査をしていただいたので安心すること

ができました。

　私達家族はすごく恵まれた環境にあったと思

います。特に地震がきてすぐに石巻の実家に

帰っていたら、家は津波にのまれ何もなくなっ

ていましたし、避難所で産まれたばかりのこど

もを守るにも、どうすることもできなかったと

思います。その点、私達は病院に泊まらせてい

ただけたので安心して過ごすことができまし

た。皆さんにとても感謝しています。

　何を書けばいいのか難しかったので雑ではあ

りますが大体の流れを書かせていただきまし

た。
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　震災後はライフラインがすべて止まり、情報

を得ることや寒さ対策なども大変でしたが、１

番不便だと感じたのは水でした。食事やトイレ、

なにをするにも水がないというのが非常に不便

で、こどものおむつをかえたあとも手をきちん

と洗うことができず、衛生面で心配でした。

　幸い私は母乳が出たので、粉ミルクを使うこ

とはありませんでしたが、粉ミルクで育ててい

る方は大変困ったのではないかと思います。

　給水車が来るようになっても、お風呂には入

れてあげられなかったので、こどもにはタオル

で拭いてあげることしかできず可哀想に思いま

した。

　おむつやおしりふきは震災後１週間ほどで買

　手　記　５

石巻市　母親

うことができ、その後は支援物資でいただけた

ので、なくなることはありませんでした。

　この震災で感じたことは、やはり日頃の備え

は必要だということでした。震災直後は店も営

業していませんでしたので食べ物、水、電池な

どすべてのものが手に入らなかったです。行政

も混乱状態で、給水や支援物資の情報もすぐ

入ってこなかったので自分で情報を得なければ

ならなかったのが小さいこどもがいる家庭では

なかなか大変だったのではないかと感じまし

た。この震災を機に何かあった時の備えを家庭

や行政でも準備しておかなければならないと思

います。

　地震のあと、入院２日目で退院という形にな

りました。病院の毛布をかりて、赤ちゃんが寒

くないようにぐるぐるまいて帰りました。

　家について、すぐ避難しなければ…という状

態だったので、１階においていた飲み水、おか

し、上着、赤ちゃんのオムツをもって車で山へ

逃げました。

　ガソリンの残りが少なく、夜はつけたり消し

たりして節約しました。

　一晩だけ車で過ごしました。家が無事だった

ので食料などは家に充分あったのでよかったで

す。普段から飲水も買ってあったので、１～２

日は大人５人で飲んでも大丈夫でした。

　２日目あたりからは、水、電池、ホッカイロ、

パン、おにぎり、オムツ、おしりふき、ジュー

スなどの支援物資がもらえました。中でもホッ

　手　記　６

石巻市　母親

カイロはかなり役立ちました。灯油もいつ買え

るかわからなかったので、ホッカイロで赤ちゃ

んの足元をあたためたりできました。家の水道

もでない状態だったので、手を洗う事もできず、

赤ちゃんには私だけがさわり、他の家族は外へ

出て物資をもらったりしました。しかし、外へ

でなくても手の汚れは気になり、アルコール消

毒液をスーパーなどでさがしてもらいました

が、手に入りませんでした。

　物資でオムツやおしりふきのほかに消毒でき

る物をふやしてほしかったです。

　赤ちゃんがいる家庭は何度も外にでれないの

で、１回でまとまった物資がもらえるといい

なぁと感じました。
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　私は、３月 11 日の日は、病室で赤ちゃんに

おっぱいをあげていました。その日は退院とい

うことで、旦那も仕事を休み一緒に退院の準備

をしていた時、地震がおきました。

　揺れがおさまってから私達は急いで帰ること

にしました。

　しかし、私はその時、まだ自分の赤ちゃんに

上手くおっぱいをあげることができない状態

で、搾乳器を使ってあげていました。

　「退院したら帰りにお店に寄って買おう」と

簡単に考えていたので、自宅には哺乳ビンや搾

乳器・粉ミルクもないまま…。心の中では（ど

うしよう…どうしよう…）と焦りと不安でいっ

　手　記　７

石巻市　母親

ぱい、いっぱいになってた時、病院の看護師さ

んが哺乳ビンと搾乳器を私に持たせてくれまし

た。そのおかげで、何とか赤ちゃんにはおっぱ

いをあたえることができました。

　日にちが立つにつれて、近所の方々から粉ミ

ルク・オムツ・肌着・使いすての哺乳ビンなど

など…たくさんの支援をいただき、不自由なく

赤ちゃんの世話をすることができました。自分

一人だけではこの震災を乗り越えることが出来

なかったと思います。本当に怖い体験をしまし

たが、人と人とのつながり・絆を改めて感じま

した。
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　私は、３月４日（金）に出産し、10 日（木）

に病院を退院しました。

退院後は、実家に一カ月ほどいる予定でした。

　11 日は、母と一緒に実家におり強い揺れを

感じすぐに外に避難しました。

車は今にも動き出しそうなくらい揺れていて、

母と二人で息子を抱きしめて早くおさまってほ

しいと思っていました。おさまった後も余震が

何度も続きとても恐かったのでしばらくの間外

にいました。

　電気・水道が途絶え、夫とも連絡がとれなく

なりましたが、私の実家と夫の仕事場が近かっ

たのですぐに合流できました。

　私の住んでいるアパート付近は津波で浸水し

てしまいましたが、実家は内陸部にありました

ので津波の浸水はなく地震の被害もあまりあり

ませんでした。

　事前に、おむつ・おしりふき等は１～２カ月

分くらいは準備しておりましたし、母乳が出て

いたので粉ミルクを使うことはありませんでし

た。

今まで普通に行っていたお店がやってない、買

い物には車が必要だけどガソリンスタンドが

やってない、このような中、事前に準備してお

いて本当によかったと思います。

　手　記　８

石巻市　大橋　母親

　実家には停電でも使える石油ストーブがあ

りましたので役に立ちました。

震災から３日間は、息子をお風呂にいれられ

なかったのですが、実家に井戸水がありまし

たので沸騰させて４日目以降からやっとお風

呂に入れることができました。

　出産した病院が津波で浸水してしまい毎日

とても寒かったので息子の体調が悪くなった

場合診てもらう病院が少なかったので心配で

した。

　この震災を教訓に夫と避難場所を確認し停

電になっても使える石油ストーブ、予備の飲

み水・懐中電灯・電池・ラジオを準備しました。

　アパートはＬＰガスなので安心なところが

ありましたが、万が一の為にカセットコンロ

も準備しました。また、いつ水道が止まるか

わからないので今後また大きな地震が来た際

にはお風呂に水を溜めるようしたいです。

　大震災の中で被害があまりなかったので不

幸中の幸いでした。

この震災で何不自由なく使えていた物が使え

なくなるということは生活していく上でとて

も大変な事です。

　この経験を息子に伝えていきたいと思いま

す。
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　地震発生時は、当直担当の看護師二名で病棟

のナースステーションにいました。

　入院患者様は全員母児同室で過ごされ、分娩

進行者や術後の方、切迫流早産で治療中の患者

様は、幸いにもいませんでした。

　突然の大きな揺れで、とっさにナースステー

ションを飛び出し、看護師が二手に分かれて病

室に駆けつけましたが、その間も大きく揺れて

歩くのがやっとといった感じでした。

　患者様は病室から赤ちゃんを抱いて飛び出し

てきたので、それ以上動かないでつかまるよう

に指示しました。

　大きく揺れたりおさまってきたり・・また大

きく揺れたりを繰り返し、患者様が声を上げて

怖がることもあったので、「建物が丈夫なので

大丈夫ですよ！」と声を掛けながら、揺れがお

さまるのを待ちました。私も、体が大きく揺ら

されて、つかまるところを失い転倒しました。

もう１人の看護師が四つん這いで廊下を這いな

がら患者様の元へ移動している姿が見えまし

た。

　この揺れは４分間続いたそうです。

　やっと揺れはおさまりましたが、余震は立て

続けに起こりました。

　患者様をひとつの病室に集め、頭から布団を

被っていただきました。院長がすぐに病棟に駆

けつけて、「迎えが来られるならば退院して、

自宅でご家族と過ごされた方がよいでしょう」

と話し、ご家族が迎えにきた患者様は産後日数

に関係なく退院となりました。

　その後、外来は休診となり、職員は当直の看

護師二名を残してすぐに帰宅。

　院内に残ったお母さんは、二名でした。

　一人は産褥当日、朝に生まれたばかり赤ちゃ

　手　記　９

東日本大震災当時の様子について

石巻市　看護師

ん、夫と２才の女の子と、ご家族共におられま

した。

　もう一人は産後３日目、赤ちゃんと二人きり

でおられました。夫と震災直後にメールでやり

取りをした後に携帯も使えなくなり、上の子や

夫のことをとても心配していました。

　その後、大津波警報が発令し、その 20 分後

に津波の第一波が到着しました。

　院長が、ストーブや非常食などを自宅から病

棟に運び上げていました。間もなく院長のご家

族も病棟に避難してきましたが、まさかここま

で津波が到達するとは思いもよらなかったで

す。「津波が来た！」と、近所のアパートに住

むご家族が駆け込んできて、当院２階に避難し

てきました。まさか・・と思い道路側の窓から

見ると、道路が黒い水で覆われていき、あっと

いう間に濁流の川のようになって一気に津波が

押し寄せてきました。

　車は流され、けたたましく警報音を発して沈

んでいきました。

　慌てて、各部屋にある非常用バッグを集め、

衛生物品や機械類を３階へ運びました。

３階は屋上になっていて、室内となっているの

は洗濯場６畳くらいのスペースしかありませ

ん。敷布団を４枚敷き詰めていっぱいといった

感じでした。リネン庫から、毛布や布団を持ち

出してきて患者様が避難できるように準備を整

えました。

ガッシャーン！！というガラスが割れる音とと

もに、水が一気に院内の一階に流れ込んできま

した。津波の水圧が頑丈な玄関を破壊して、濁

流となりどんどん浸水していきます。

その激しい水の音と勢いに危機感を覚え、院長

指示のもと患者様を３階へ避難させることにし
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ました。

　お母さんと赤ちゃん、ご家族を安全に避難さ

せた後、懐中電灯やラジオ、ストーブ、水や食

糧品など確保して、全員協力して暗くなる前

に、大体の必要なものを確保することができま

した。

　時々、どこまで浸水してきたか確認のため窓

から外を覗きましたが、たくさんのものが流さ

れていき、水位はどんどん上がってくるばかり

でした。雪が激しく降り、空は黒い雲に覆われ

て、不気味な世界が広がっていました。

　狭い洗濯場には合計 11 人が肩を寄せ合って

過ごしましたが、みんなで声を掛け合い明るく

振舞っていました。

　赤ちゃんが低体温にならないように、しっか

り母親の元で抱っこして過ごしていただき、毛

布や布団を多めに被ってもらいました。看護師

がポケットに体温計を入れていて、定時で赤

ちゃんの体温測定をして体温保持ができている

か確認をしました。赤ちゃんを抱っこしている

お母さんは、時々「暑い～」と言っていました

が、布団から足を出してもらったりして調整し

ました。

　日が落ちて真っ暗になり、懐中電灯の明かり

だけが頼りになりました。

　ラジオの情報に噛り付いて、今の状況把握に

努めました。東の空がオレンジ色に光っていて、

ラジオの情報から、門脇町で火事が起こり燃え

ている明かりだということが分かりました。し

かし、ラジオからはなかなか石巻の情報は入っ

てきませんでした。

　赤ちゃんは、とても落ち着いていて、あまり

泣いたりすることもなくお母さんに抱かれてい

ました。おっぱいの時間になれば、お布団の中

で授乳をしてもらい、おっぱいに吸い付いたあ

とは静かな空間に、うっくんうっくんとおっぱ

いを飲む音だけ聞こえてきて、きちんとおっぱ

いをあげられていることをうかがい知れまし

た。

　どちらも経産婦さんで、母乳育児も慣れた様

子でおっぱいを上手にあげられていたことも幸

いでした。

　　産褥当日の褥婦さんは、後陣痛がひどそう

で時々苦しそうな表情を浮かべていて、横にな

るように促しました。

　非常用バックに入っていたミネラルウォー

ターを十分摂るように話をしておき、乾パンも

すぐ食べられるように手元に持たせました。遠

慮がちな雰囲気がある中で「おっぱいを赤ちゃ

んにあげないといけないんだから、赤ちゃんの

ために食べてください」と話しました。乾パン

は、意外に美味しい！と好評でした。

　避難してきたご家族の７か月のお子様も母乳

育児中で、ママのおっぱいに吸い付いて安心し

ている様子でした。

　院長から、ストーブでお湯を沸かしてカップ

ラーメンを食べるようにと言われました。まだ

余震が続く中で、お湯を沸かしながら地震で揺

れるたびに消火してやかんを下す作業を繰り返

し、患者さまやご家族全員に温かいカップラー

メンを配ることができました。

　小さなこどもたちが、時々ぐずりながらもほ

とんど困らせることはなく、よく狭い空間で我

慢して過ごしていたと思います。

　夜が更けて、時々授乳やオムツ交換で赤ちゃ

んが泣くこともありましたが、ママも慣れた手

つきでお世話をしていたので、静かな夜でした。

　気温はグンと下がり、非常に寒い夜でしたが、

布団を被った患者様が温かく過ごせたことは本

当に良かったです。早く夜が明けるのを待ちわ

びていました。

　震災２日目

　５時を過ぎたころから夜が明けはじめ、うっ

すら朝日が入り始めてから外の様子を見ました

が、未だに１ｍ以上の水位がありました。しか

し、昨日よりも明らかに水位が下がっているこ

とや、更なる津波が来る可能性が低いことなど
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相談した結果、患者様を各個室の病室へ移って

もらうことになりました。

　部屋のベットなど環境整備をした後に、一部

屋一家族使っていただけるようにしました。

　外では、腰まで水に浸かって歩いている人も

いました。

　石巻の情報が入らない中で、二階の道路に面

した部屋の窓から声を掛け、「今、どんな状況

ですか？」と、知っている情報を聞いて情報収

集をしました。情報は錯綜していたように思い

ます。

　夕方４時ころ、自衛隊が船を引っ張りながら

救助にきました。船に乗って国道まで行き、そ

こから新生児は赤十字病院へ、その他の家族は

避難所に行くとのことでした。しかし、日が落

ちてきて薄暗く極寒の中、船で新生児を運ぶの

は危険なこと。また、移動先の赤十字病院の混

乱や避難所の環境を考慮すると、院内に残った

方が温かく食糧もあるのでよいのではないかと

いう結論に至り、そのまま残ることにしました。

自衛隊に、飲料水の配給を懇願しました。

　また夜が来て暗闇に包まれ、ご家族でいる部

屋はそれぞれ過ごしていただき、１人でいるお

母さんの部屋に看護師二人が入って、一緒に過

ごしました。

　赤ちゃんが夜泣きすることもなく、おっぱい

のみで満足して寝てくれました。

　震災３日目

　水位はやっと道路が見えるくらいの高さまで

下がり、外を歩く人も増えていました。

　人を探したり、薬をもらいにくる来院者も出

てきました。

　外から来る人はみんな泥だらけで、院内環境

保持のためにも階段の２階踊り場まで土足とし

て、そこから中には入らないようにお願いする

張り紙をしました。泥はヘドロ状で、汚れたら

なかなか取れないような粘土のような性質でし

た。

　救助に奮闘する自衛隊のチームが行き交うよ

うになりました。自衛隊から飲料水も届き、院

内にあったペットボトルやポットに、水を分け

入れてくれました。

　水没した一階厨房から食べられる飲料品を集

め、生もの（肉・魚）は悪くなる前に屋上でストー

ブの上にアルミホイルを引いて火を通し、日持

ちするように加工しました。

　屋上に出ると、ヘリコプターが空を飛び交い、

どこかの避難所に物資を届けるために着陸・離

陸を繰り返している様子が分かりました。

　津波被害に遭ったお店が倉庫を解放して、オ

ムツを分けてくれる情報が届き、褥婦さんの夫

が靴にビニール袋を巻いて、取りに行きました。

新生児用のオムツはありましたが、上のお子様

たちの大きいサイズのオムツがなくて困ってい

たので、助かりました。

　夜はまた同じように暗闇に包まれて一気に寒

くなり、各自布団に潜り込んで防寒しながら過

ごしました。看護師２人で、また同じように１

人でいる褥婦さんのお部屋で一緒に過ごしまし

た。

　震災４日目

　朝早く、ご家族と過ごされていた褥婦さんの

親戚が、仙台からタクシーでお迎えに来られま

した。このまま退院されて仙台に行かれるとい

うことで、ご家族そろって無事に帰ることがで

きることを、共に喜んでお見送りしました。

　仙台のタクシーの運転手が、石巻の被害がこ

んなにも酷いことに衝撃を受けて、「この状況

を必ず伝えます！」と、ポケットに入れていた

ビスケットを出し、「こんなものしか持ってな

くて・・」と置いて行かれました。

　水はすっかり引いて道路も乾いてきました。

　ある避難所に避難中の妊婦さんのご家族（夫

と父親）が病院を訪れて、

「避難所では食べるものも飲むものもない。配

給は一家族にチョコレートのかけらが少ししか

来ない・・。妊婦さんが体力も落ちて弱ってい

て可哀想だ。」
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と訴えられました。

院内も被災しているため、何かあれば赤十字病

院へ行かれることをお話して、水分と食糧をわ

ずかですが、持って行っていただきました。

　その日のお昼頃、１人で過されていたお母さ

んの夫が、病院にお迎えに来られました。今ま

で明るく振舞っていたお母さんは、夫の顔を見

るなり泣き崩れ、安心して赤ちゃんと共に元気

に退院されました。

　避難していたご家族も、この日の午後に親戚

の家に行かれるということで、ご家族で歩いて

出発なさいました。

　これで、患者様は全員無事に退院されました。

　その後、交代の看護師が来てくれたので、当

直していた私達は順に自宅に帰ることが出来ま

した。震災後、初めて街の被害を目の当たりに

して、震えが止まりませんでした。

　幸いにも自宅は被災を免れ、反対に被災した

親戚が集まって自宅が避難所になっていまし

た。私の娘たちは、親戚が身を寄せ合う中で安

心して待っていてくれました。

　娘から「こんな時でも、人のために働くお母

さんを誇りに思います」と言われた言葉は今も

胸の中で響いています。
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　３月 11 日は仕事が休みで娘の予防接種のた

め病院を受診していました。順番を待っている

途中で地震がおきました。状況がわからず発生

して 30 ～ 40 分程度経った頃、ほかの２人の

こどもを迎えに行くために病院を出ました。外

は雪が舞い道路は信号が止まり大渋滞でした。

それでも小学生と保育園のこどもを迎えに行か

なくては…と、大津波警報が発令される中車を

走られましたが、行く先々で通行止めにあい、

結局こどもたちを迎えられず、最終的には津波

が迫っているので車を乗り捨て警察署に避難す

ることになりました。

　余震の続く寒い中で一晩過ごしました。非難

してきた方が持ってきたラジオを聞いて、“こ

れまでとは比べ物にならない位の地震”だとい

う事を初めて知りました。

　次の日の朝、警察署は遺体安置所になるとい

う事で警察署に避難していた人全員が山の上に

ある避難所へ移るように言われ、私達親子は小

学校へ移りました。

　到着してすぐ、破水した妊婦さんと出会いま

した。その方は里帰り出産の為に帰省されてい

て地震にあいました。地震の後の津波でご実家

は１階まで浸水し、傾きかけた家の２階で一晩

過ごしている最中、破水したそうです。陣痛な

く、避難所の方が安全という事で朝に避難して

きました。日赤と連絡済みで Dr. ヘリの要請を

しているというのでヘリが来るまで経過を見る

ために付き添いました。

　ヘリは上空を飛んでいるものの、救助の人が

最優先という事でなかなか来ませんでした。そ

んな中、昼過ぎに陣痛が開始、子宮口が２cm

開いて痛みが強くなってきました。陣痛は強く

なる一方、でもヘリは来ず避難所での出産を余

　手　記　10

私の体験

石巻市　産科婦人科　助産師

儀なくされました。しかし、避難所は寒く・不

衛生、避難所の保健師・市の職員の方と話し合

い近くの民家を借りて自宅出産することにしま

した。

　18 時過ぎ温かい布団の上で元気な男の子が

誕生しました。

自宅出産に踏み切れたのは…

●たくさんの方の協力があったこと。

　民家を探してくれた人。

　自宅を提供してくれた人。

　病院に掛け合ってくれた人。

　日赤まで搬送できるか歩いて行って道路を調

べてくれた人。

　お湯や・食料を提供してくれた人。

　衛生材料を提供してくれた人。等々

＊出産に立ち会ったのはお姉さん・看護師さん・

私でしたが、たくさんの方が陰で支えて下さり

無事出産することができました。

＊知らない人同士・初めて会った者同士が、出

産という一つの目的のために協力しました。人

と人とに強いつながりを感じました。又、人と

しての誇りを感じました。

＊保健室に保温のためのアルミックシートが置

いてあり、とても役立ちました。又、ガーゼ・

脱脂綿などの衛生材料もあり助かりました。

避難所での生活

　二人のこどもたちが通う小学校・保育園は、

共に津波被害が大きい所にあったのでとても心

配でした。

　地震が発生した日から４日後、離れていたこ

どもたち２人と無事再会できました。兄弟が皆

そろい余震が続く中ではありましたが、皆で川
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の字になって寝ました。

　こどもたちが皆揃ってほっとしたのもつかの

間、飲料がないという新たな問題が出てきまし

た。避難所にはまだ十分な支援物資が届かず、

一日の配給が油揚げ半分だったり、缶詰半分・

ジュース１本のみ・イチゴ５粒などでこどもた

ちはお腹を空かせた状態が続きました。お店に

数時間並べば何とか食料の調達ができたのです

が、余震の続く中こどもたちだけを避難所に残

し並ぶこともできず、寒い中子連れでお店に並

ぶこともできず、支給されるものを待つしかあ

りませんでした。

　究極の状況で思いついたのは、家に戻れば食

料や準備していた防災グッズがあるはず…通行

止めが解除されてすぐ家に行きました。しかし

家は二階まで浸水し全壊で食料どころではあり

ませんでした。想像を絶する光景を見て愕然と

しました。

　そんな私たちに、自宅から持ってきた残り少

ない食料を分けて下さった方や毛布や防寒具を

提供してくださった方がいました。初めて会っ

た方がほとんどでしたが、みなさん本当によく

してくださいました。

数日間ではありますが避難所での生活・手伝い

をしました。

避難所のお手伝い・避難所生活をして感じたこ

とは…

・十分な飲料・水が手に入るまで１週間ほどか

かりました。各家庭で最低限（３日分位）の水・

食料の確保をしておいた方が今回のように長引

いたときに助かるのではないか。

・防災グッズの準備は必要性を痛感。そしてい

つでも使えるようにしておく事。例えば取り出

しやすい所に置いておく・車に積んでおくなど。

・防災グッズの中には寒さ・暑さに対応できる

ものも常備しておくとよい。例えば、保温のた

めカイロやアルミシート・暑さ対策のため冷却

シートなど。

・女性・こども・お年寄りへの細やかな配慮（ト

イレ・避難場所など）が必要。

・日ごろからのご近所づきあいが大切。

・一人一人が助け合う・支えあう・いたわる気

持ちを持つこと。

家が全壊しライフラインが寸断された中で２週

間ほど過ごした経験から…

常備するようになったもの

・水の確保…飲料水。

　　　　　　生活用水（手洗い・トイレなど）

　　　　　　震災の後はやかんに水を汲んで

おいたり、飲み物の備蓄をしている

・卓上コンロ・ボンベ。

・食料…缶詰パン・缶詰いろいろ・レトルト

ご飯など多めに。

・ラジオ・乾電池・ろうそく・ソーラー式ラ

イトなど。

・ゴミ袋…トイレ・物入れなど用途は多様。

・新聞紙…寒さ対策・敷物など用途は多様。

　今回失ったものは数えきれないほど沢山あり

ます。しかし反対に得たものもあります。それ

はお金では買えない・目には見えない、人と人

とのつながり“絆”です。沢山のものをなくし

ても人と人がつながっていれば、前に進むこと

ができます。これからも自分にできることを精

一杯続けていこうと思っています。
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いけの医院は宮城県塩釜市の塩釜港に近接し、

海岸線から 370 メートルの位置にあり、海抜

３メートルの場所に建っております。

鉄骨３階建ての建物で、18 床の診療所です。

仙石線の東塩釜駅から徒歩３分、国道 45 号線

から 200 メートルの位置にある為、海沿いの

市町村の患者さんが多い施設です。

診療圏内の津波被害は甚大で、特に東松島市の

死亡、行方不明の方が多く、その中でも野蒜地

区が壊滅的な被害を受けております。

　いけの医院に通院している患者さんの多くが

家族を失い、家を失っております。

　３月 11 日の地震発生時のいけの医院の状況

は帝王切開を終え、外来診療が始まったばかり

でした。

震度６強の地震発生と同時に　エレベーターの

停止、停電、断水となり、都市ガスも停止しま

した。固定電話も通じなくなりました。

　直ちに自家発電が作動し、院内の中枢部には

電気が通いました。が、その後長く続く停電に

悩まされることになりました。

＜地震発生時＞

１階外来：

患者と付き添いで約 10 名受診中

別棟管理棟１階：

母親学級が開かれており、13 名受講中

２階 LDR 室２：

５㎝開大の初産婦１名と夫

２階病棟：

帝王切開術後１時間の褥婦と家族２名

帝王切開術後２日目の褥婦と新生児１名

家族２名

妊娠高血圧腎症管理入院中の妊婦１名

　手　記　11

震災と私の医院の災害対策

塩竃市　いけの産婦人科小児科医院　院長

池野　暢子

新生児室：

クベース収容１名、コット収容１名

３階病棟：

切迫早産患者５名（うち輸液ポンプ使用者４名）

褥婦６名　母児同室中５名

面会人３名　

＜医院の対応として＞

１階外来の患者さんには診療中止を伝え、帰宅

可能の方には帰宅を促しました。

３階では運行中のバスの中の様に揺れる中、切

迫早産の患者さんの点滴を受け持ち看護師が抜

針し、褥婦には新生児をコットに備えつけのレ

スキューママに包み、スリッパを救急袋のズッ

クに履きかえるよう促し、揺れの少ない２階へ

と誘導しました。

母親学級受講者には津波の危険があるため、山

側を通って帰宅するよう促しました。

交通の遮断により帰宅出来ない数名が院内に

残ったままでした。

＜情報源＞

救急袋にある携帯ラジオを各人に提供しまし

た。

ナースステーションのコンセントにラジカセを

繋ぎ大きな音量で流しました。

塩竃市の防災放送からのアナウンスが流れてい

ました。

携帯電話はつながりにくくなり、メールが時々

繋がる程度でした。

車のテレビ、ラジオ

＜津波情報＞

塩竃市の防災放送より大津波警報が流されまし
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た。

午後４時に塩釜港に 10 メートルの大津波が到

達すると予想されるので、高台、または３階以

上の鉄筋コンクリートの建物に避難するように

というものでした。

　いけの医院は海岸線から 370 メートルしか

離れていない。

　海抜３メートルという低い土地に建ってい

る。

　３階の床でも９メートルしかない。

＜避難はどうするか＞

歩ける患者を高台に誘導し、LDR の産婦と術

後の患者のみ３階に避難させるか、全員を３階

に避難させるかの選択を迫られましたが、全員

３階に避難することを選択しました。

余震の続く中２階に誘導していた患者さんを再

び３階に避難誘導し、術後患者は腰椎麻酔のた

め歩けないのでベッドマットとシーツで患者さ

んを包み、５～６人で階段を運びました。

LDR の陣発者のために、３階の病室を分娩可

能な状況にセッテイングしました。

＜津波到来＞

３階には近所のお店のスタッフ、隣の薬局のス

タッフ、交通マヒのために帰宅できなくなった

お見舞いの人々、外来患者を含め約 40 名が避

難しております。

　午後４時 10 分　３階から見える駐車場にヒ

タヒタと瓦礫を運び、第１波が到達しました。

第一波は駐車場の中ごろまで達して瓦礫を残し

て引いていきました。第２波は医院の前の道路

を高台に向かって進んで行きましたが、すぐに

引いて行きました。いけの医院は無事だったの

です。

＜ラジオの情報＞

荒浜と名取市には津波の被害者 200 名から

300 名の遺体が確認されました。野蒜を通過中

の電車が行方不明です。仙台港の石油基地が燃

えていますなどなど　想像を絶する状況が次々

とラジオから流れてきますが、私達にはイメー

ジがわかず、どういうことか？ と疑問符だけ

が心に残り、目の前のやるべきことに没頭して

おりました。後に津波の映像を目にして息を呑

み、津波がこんなに恐ろしい力で襲ってきてい

たものと始めて知りました。私の自宅も床上浸

水になっていたことを後で知りました。

このような状況で周産期を迎えた妊産褥婦の

ケースです。それぞれが語ってくれた状況は過

酷なものでした。

A さんは当院で妊婦健診を受けていた方です

が、津波被害に遭い、こどもの２カ月検診を受

ける為、当院に来院した際に話してくれました。

当院の診療圏で最も被害の大きかった東松島市

野蒜在住の方です。分娩予定日を３月 12 日に

控えて津波に襲われました。当日地震の後、避

難所である野蒜小学校の体育館に母親と共に避

難しました。こどもや近くの老人ホームの利用

者等沢山の人が避難していましたが、そこを２

メートルの津波が襲ったそうです。

床に海水が流れ込んだのを見て、母親と共にス

テージに上がったところ、海水が首の付け根ま

で上昇してきて、肩から下が海水に浸かってし

まいました。

２階相当の高さにあるギャラリーに上がってい

た人達が、ステージの壁を壊してくれて、その

穴から引っ張り上げてくれたのですが、厚着を

していた為、通れなくてコートを脱げと言われ、

薄着になってようやく通ることが出来ました。

寒くて寒くてガタガタ震えながら、母親と抱き

合っていたそうです。

床には助けられずに溺死したこども達や老人が

横たわっていました。

　水が引いてから、御遺体の横を通り、隣接す

る３階建ての校舎に移動したのですが、外には

夥しい瓦礫が積み重なっていました。

翌日ヘリコプターで石巻赤十字病院に搬送され

たのですが、陣痛が無かった為、入院させられ

ず、床の上に座り込んでいました。そのうち破
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水してやっと入院出来ました。そこで無事出産

することが出来ました。

B さんは１妊１産の東京からの里帰り分娩の方

です。

分娩予定日は３月 21 日でしたが前回帝切のた

め、３月 11 日に腰椎麻酔で、帝王切開をしま

した。午後１時７分分娩で午後１時 40 分に回

復室に移動し、初回の授乳を終了した直後に地

震が発生しました。病室には、母と長男がいて、

ベッドから落ちそうになるほどの激しい揺れに

なす術もなく動けないでいました。すぐに担当

の看護師長が駆け付け、私も外来から駆け付け

大丈夫、建物は倒れないからと励まし続けまし

たが、長い揺れに私自身も不安に成る程でした。

塩竃市の防災放送より、大津波警報の情報が流

れ、エレベーターが停止している為スタッフが

５～６人のスタッフでシーツごとからだを持ち

上げ、階段で３階まで運びました。８月に東京

から帰省し、笑顔で元気な姿を見せてくれまし

た。

いけの医院ではその後、停電の復旧までに 10

日を要し、３月 20 日に復旧しました。水道の

復旧はさらに４日過ぎの 24 日でした。水道が

復旧するまでの２週間はトイレの使用を制限し

なければなりませんでした。沐浴も出来ず、褥

婦のシャワーも使えないという日々でした。

　自家発電の維持には燃料補充が欠かせませ

ん。タンクには 24 時間分の燃料しか入らない

為、ガソリンスタンドに依頼しましたが、軽油

はあるのに停電の為汲み上げられず、調達出来

ません。途方に暮れていたところ医院の施工会

社の現場監督が、交通事情の悪い中、仙台の工

事中の現場から軽油を 40L づつ二日間運んで

くれました。塩釜市内では、食料の調達もまま

ならない状況で、入院患者さん、職員の給食を

賄う算段をしなければなりません。電話も通じ

ないため、看護師長が山形県の実家に車を飛ば

し、飲料水、米、野菜、卵さらにお姉さんに頼

んでパンを 300 個焼いてもってきてくれまし

た。さらに実家の会社で備蓄している軽油をド

ラム缶３本、クレーン車で運ぶ手はずをとって

くれ、翌日搬入されたので、自家発電も無事運

転継続できた次第です。出入りの業者さんが、

停電のため、冷蔵庫が機能しないのでと、肉、

魚を使って欲しいと持って来てくださり、なん

とかしのぐことが出来ました。その他沢山の

方々がさまざまの物資を援助して下さり、皆様

の暖かいお気持ちが有難く、感謝の毎日でした。

職員に怪我や津波の犠牲者は出なかったのです

が、二人が家族を失いました。家屋を失ったり、

車を流された職員も数名おります。このような

災害が、またいつ私達を襲うか、しれません。

医院として、リスクマネージメントを更に強化

しなければならないと考えております。ハード

面のみならず、日々の心構えとして、人の和を

大切にし、絆を太くしておくこと。そして、い

つか援助する側に立たなければならないと考え

ております。
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　2011 年 3 月 11 日 14 時 46 分の地震の時、

私は母の葬儀の為に 3 人のこどもを夫の両親

にお願いして、夫と共に南三陸町の実家にいま

した。大津波警報をうけて、着の身着のまま岬

の高台に避難し、実家や周りの家々が津波にの

まれていくのを、ただ茫然と眺めていました。

　私と同じ岬に避難した人は約 70 名。3 月と

はいえ雪が降り積もり、日が暮れ真っ暗な中、

360 度押し寄せる津波に囲まれ、住宅が壊され

かき混ぜられる不気味な音が響く中、一晩野宿

をしました。長い夜があけ、高台にあったはず

の実家は土台だけを残して流され、防波堤も道

路さえも無くなり、ガレキの山だけが残された

変わり果てた故郷の姿を見ながら、道なき道を

長い時間をかけて、指定避難所である海洋青年

の家にたどり着きました。

　避難所はライフラインがすべてストップして

おり、約 280 名の避難者は体育館に布団を集

め、身を寄せあって寒さをしのぎました。私は、

看護師である事を自治会のリーダーに報告し、

介護士の資格を持つ 2 名と救急救命士を目指

している高校生を紹介していただき、医療チー

ムの活動を開始しました。まず避難者の健康状

態の実態を把握し、外傷者の初期治療、病人の

ヘリコプター搬送への対応などを行いました。

そのような中で乳児は 8 ヶ月の完全母乳の子

が 1 名でした。

◎母乳育児中のお母さんとの出会い

　8 か月の乳児を育てているお母さんから、

おっぱいが出なくなったと相談を受けました。

体験した事の無い大地震と大津波から、避難所

での体育館でのプライバシーの無い非日常的な

環境で授乳しなければならない状況でした。も

　手　記　12

災害時の母子支援に必要な事　災害直後の避難所での母子への支援

助産師

しかしたらいつもに比べると、一時的に分泌が

低下したと感じたのかもしれません。授乳の様

子を見せてもらうと、乳房緊満もあり母乳の分

泌は良好で、赤ちゃんもごくごく嚥下音が聞こ

えながら飲んでおり、丸々と太ってご機嫌な元

気いっぱいの赤ちゃんで、何の心配もない状況

でした。私は前日までの状況はわかりませんで

したが、相談を受けた時点での母子の状況から

判断して、まったく心配ないことを伝え、いつ

でも相談にのることを約束しました。

　私が以前勤めていた病院のお話をすると、付

き添っていたおばあちゃんが 23 年前にその病

院に切迫早産で入院し、出産後は搾った母乳を

届けていた赤ちゃんが、立派に成長してお母さ

んになっていたという事がわかりました。おば

あちゃんも母乳の大切さをよく理解した上で、

母乳育児をしているお母さんの支援をしている

事が、とてもうれしく感じられました。

◎母子にとっての避難所の環境

　避難所には他に幼児もいました。夜 7 時に

なると電気の無い体育館にいる人達は、眠る事

しかありません。そんな中、夜泣きの声が体育

館じゅうに響き渡り、こころないひとの「うる

さい！」という声もありました。お子さんをあ

やしているお母さんはどんなにつらい思いをし

ているかと心が痛みました。

　避難所には一部屋に 8 人収容できる宿泊棟

があり、寝たきりの方などに使わせていただい

ていました。施設の責任者に相談して、その

1 部屋を乳幼児とその家族の為に使わせていた

だく事にし、プライバシーの無い状況で授乳を

しなければならない事や、夜泣きをして他の人

に気を使わなくてもいい環境の整備ができまし
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た。お部屋に訪問すると、こども同士が一緒に

遊び、お母さんたちも少しリラックスしてお話

している様子で安心しました。

◎授乳中のお母さんには充分な食料を

　津波でほとんどが流されてしまった為、避難

所に残された食料だけで 280 人が何日生き延

びなければいけないかわかりませんでした。避

難所に物資が届いたのは 3 日後で、それまで

は 1 日１食で過ごさなければなりませんでし

た。支援物資が届く前から、家族や周りの人が

お母さんに優先して食べ物を確保してくれてい

ました。数日であれば、お母さんが充分な食事

を取れなくても、母乳の分泌には影響がありま

せんでした。

　

◎補完食（離乳食）のこと

　8 ヶ月の乳児には補完食（離乳食）が必要と

なります。避難所にはプロパンガスとお米など

の食料がいくらか残されていました。物資が届

くまでは、お米にインスタントラーメンやうど

んなど、あるものをいろいろ入れて量を増やし

たお粥の炊き出しがあり、そのお粥を補完食と

して利用しました。

◎まとめ

　災害直後の避難所で、私が母子に対して実際

に支援したことは、母乳育児中のお母さんの不

安な気持ちに寄り添い傾聴し、母乳育児の専門

家の視点で観察した結果、なんの心配もいらな

い事を伝え、お母さんの不安を取り除き、災害

時に母乳育児を続ける大切さを伝えたことでし

た。そして、プライバシーが守られた場所で授

乳できる配慮、お母さん達が集まって授乳した

り、励ましあったりできるスペースを確保した

事でした。

　今回は人工栄養中の方の支援は必要ありませ

んでしたが、もしもあの状況で粉ミルクが必要

な乳児がいたとしたら…3 日間粉ミルクが届か

ない状況でどんな支援ができるか、粉ミルクが

届いた後のカップ授乳のための安全な水などの

確保など、もっと違った支援が必要になったと

考えられます。災害時は、どんな状況下でどん

な支援が必要であるか予測がつきません。その

中で、通常行っている事以上の支援はできない

のだと痛感しました。災害の事を考えると、母

乳育児のお母さんが増えるように、普段の支援

を充実させることがとても大切だと感じまし

た。
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　手　記　13

東北大学病院産科病棟の東日本大震災記録

東北大学病院婦人科病棟

　東北大学病院はベッド床が 1,308 床・東西

17 階まで病棟があり、産科病棟は東 6 階に位

置している。平成 23 年 3 月 11 日（金）14 時

46 分地震発生時、東６階の産科病棟（42 床）

には入院患者さん 28 名・新生児 5 名が在室・

分娩進行者が２名おり、すぐに患者さんの安全

確認をした。付添いのいない個室の妊産婦さん

にはスタッフを配置、その後ディルームに集め

た。5 人の褥婦さんには防災用スリング（新生

児の抱っこバンドと防災頭巾）を配布し、全員

防寒具を着て貴重品を持ちいつでも避難でき

るよう指示した。ご家族の避難場所は第 2 中

学校に指示されたが当科の利用者はなかった。

徐々に休みや夜勤明けのスタッフが駆けつけ救

急部等に応援に入った。

　20 時ころからは他施設が被災のため帝王切

開術が困難となった患者など、急患搬送が翌朝

まで続いた。中には津波に遭い意識のない妊婦

搬送、という連絡があり（一緒に来た方も裸足

のまま足の包帯には血がにじんでいた）その後

到着し、妊婦さんは助かった。所持金も携帯電

話も流されて何もない…。廊下のソファーに眠

る小さなこどもに毛布を掛けてあげることしか

できなかった。翌日、母児のみの帰宅不能者に

関して13階の空き病棟に入室許可がおりたが、

退院扱いのため、給食もなく（粉ミルクもな

い）入れない状況だった。結局空床のある病棟

に次々転棟させた。

　手術室が使用不能となったため、12 日の分

娩 3 件のうち、1 件は分娩室で帝王切開術を実

施した。以後も連日手術が続いたが数年前から

超緊急帝王切開術実施に向けての訓練を行って

いたのでスムーズに病棟で手術ができた。分娩

数は1日5件から8件、1日入院数6名から7名、

と多く推移した。

急患は 13 日に 13 名、それ以降も連日（２日間）

14 名等と多かった。病床稼働率は 14 日以降

100％近い数値で推移し（16 日は 100％）1 日

在室新生児数も 11 名～ 19 名と多い日が続き、

マンパワー不足のため休みのスタッフを夜間に

出勤させた日もあった。14 日に産科外来を再

開し、病棟から助産師 2 名を派遣しトリアージ

をしながら実施できた。

　15 日には被災地（開業産婦人科）の助産師

から応援の連絡があり、数日分娩介助等をして

いただき大変助かった。この日は公立気仙沼

病院から妊産婦のヘリコプター搬送が 1 日で 7

名あった。また、他施設からの妊産婦搬送増加

のため入院期間の短縮を開始した（産後 3 日

目退院、帝王切開者は 5 日目に抜糸して退院）。

退院時、ビタミンＫ２シロップをシリンジに入

れて持参させ、地域の開業助産師（宮城県助産

師会）をマップを活用しながら紹介した。

　災害対策本部を東４階に立ち上げて病院長が

指揮をとり、連日 1 日 2 回本部会議（多職種）

が開かれた。震災直後は断水と停電（しばらく

自家発電）でトイレ問題が発生したが、何とか

クリアした。セキュリティードアは動かなく

なったが、病棟内の大きな施設破損や機器破損

はなかった。都市ガスが長期間止まりボイラー

使用不能で給湯は全く無く、暖房も利かず病院

は寒くなった。産科病棟には褥婦用に幅広ベッ

ドが 10 床あり、赤ちゃんはいつも母親と隣り

合わせだったため寒さは乗り切れた。電話は院

内ＰＨＳが時々使用できたが殆ど全てが紙と口

頭伝言で動いた。患者給食は、夕食からしばら

くの間非常食をスタッフが準備し配膳した。粉

ミルクは病棟で作成開始（自家発電によりポッ
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ト使用・瓶の消毒は専用消毒液）をしたがほと

んどが母乳栄養のため回数はわずかであり、3

日後粉ミルクは栄養管理室で作成可能となっ

た。カップ授乳は数年前から指導をしていたが、

家庭での消毒液入手困難を考え、煮沸消毒指導

や手絞りによる搾乳方法の指導を行った。「災

害時の乳幼児栄養に関する指針」を、みやぎ母

乳をすすめる会の先生から教えていただき、ま

た「災害時の母乳育児支援情報」のメールを全

国助産師教育協議会（宮城県助産師会経由）か

らいただいたので、それらの情報を産科スタッ

フ全員に配信した。また、西病棟に位置するＮ

ＩＣＵでは母乳バッグが入手困難となったた

め、支援物資が到着するまで母乳の保存が困難

になった。交通機関や郵送機関の麻痺により、

母親が面会に来られないとか母乳が届けられな

いという事態も発生していた。

　震災の翌日、シーツと毛布が不足になると連

絡があり、全ての物の節約をした。14 日に中

材の高圧滅菌が不能となり、医師が数か所の施

設回り（1 日 2 回）をして協力し合い、24 日

にやっと復旧した。

　給湯が不能のため洗髪希望者（10 名以上）

には洗髪機で湯を保温し、病院内ボランティア

に洗髪をしてもらい助かった。病院ボランティ

アは（主に東北大学学生）900 名以上に上っ

た。気仙沼と石巻に医師がお産セットを持参し

支援もした（後日業者からの料金請求はないこ

とになった）。16 日（水）には、おむつが不足

し、手配をしたが手違いで他部署や他施設に全

て運ばれてしまい、非常に苦労した。災害対策

本部に産科分の確保を直接依頼した。17日（木）

新生児用エコリシン点眼液が不足し、使いまわ

し、その後は使わない方向となった。新生児の

着物も病棟で洗濯をしたりしていたが 23 日か

ら院内業者が再開となった。4 月以降、宮城県

助産師会から妊産婦さん用の支援物資が届き、

産科病棟に運ぶことができた。

　スタッフの安全確認は最終的にできたが、家

族や親戚が津波に遭ったり、実家が流されたり

床上浸水になったりしたスタッフがいた。涙を

流す姿や辛い姿を見つけては休みをあげたが、

間もなく自主出勤して黙々と働く。家にいても

何もできず苦しかったのだろう。通勤困難者が

続出し（交通手段・ガソリン問題・けが）、や

むなく面談室や洗髪室で何日も夜を明かして

は働いた。現地で救援活動するスタッフもい

た。

　思い返せば、エレベーターが復旧するまでの

間の階段（17 階まで）の往復では、患者さん

の移動や報告連絡のために本当に大勢の人と

挨拶を交わしながらすれ違った。挨拶はあたた

かく、階段はとても狭いと感じた。炊き出しで

いただいたおむすびの美味しかったこと。空腹

と水分不足の日々。病院でのボイラーが作動

せず、自宅のガスも 1 か月以上復旧せず、水

でのシャワーの辛さを味わった。みんなで苦

しみ、助け合ったことが昨日のようによみが

える。医師看護職・事務職等々、全ての人が１

つに繋がり、病院は寒かったが心はとても暖か

かった。生きなければ！あげられる愛をあげな

ければ！会議はいつも立ったままで骨折中の

私は苦しさのせいもあったのか、時々脳貧血状

態になったが倒れる前になんとか廊下に出て

座り、聞き耳を立てた。自宅にたまに帰り、地

域に貢献できなかったことを悔いた。町内会避

難所で活動してクタクタになった近所のおば

さんに水を運び、少しの食事を運ぶことしかで

きなかった。命と絆を大切にしながらこれから

できることをまた前向きに取り組んでいきた

い。
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　手　記　14

災害時の乳幼児栄養関連の出来事 ～とも子助産院の場合～

とも子助産院　助産師

伊藤　朋子

１．非常用水・燃料が役立った。

　震災発生時、当助産院には入院母児はおらず、

上の子の卒園式あるというので、託児していた

３カ月児が１名いたのみだった。金曜日で休診

日だったため外来者もおらず、院内にいたのは

助産師が３人と在宅ケアしていた要介護５の父

だけだった。赤ちゃんは、数時間だけの預かり

のつもりが、夜に両親が迎えにくるまでの長い

間、お預かりすることになってしまった。母乳

だけで育っている赤ちゃんだったが、幸い哺乳

瓶を受けつけてくれて、避難している駐車場の

車のなかで３回授乳することができた。

　ライフラインがストップしていたが、非常時

用に反射式石油ストーブや、非常用水を備えて

あったことと、アウトドア用品を持っていたこ

とで、お湯の用意や哺乳瓶の煮沸消毒ができ

た。ただ、母乳育児を推進する立場から、普段

の粉ミルクのストックが少なく、預かっている

ベビーの数が多かったり、期間がもっと長かっ

たりしたら、まかないきれなかった。母乳育児

推進でも、非常用の粉ミルクはある程度、備え

ておくべきだと思った。避難するとき、スタッ

フ助産師が機転を利かせ、湧いていた電気ポッ

トのお湯や哺乳瓶・粉ミルクを一緒にもって避

難してくれていた。

　寒い日だったので、お湯を保温するための魔

法瓶や、湯たんぽ・アルミシートが役に立った。

電気がなくても使えるものを用意してあったの

が、良かった。

　停電でインターホンも鳴らない状態だった

が、「インターホンを押しても誰も出てきてく

れないので、休診だと思った。」という妊婦さ

んもいて、停電の４日間、助産院の玄関に、ラ

ンタンを灯して、健在であることを示した。ま

た、助産院でできること、できないこと、母乳

を飲ませつづけることの大切さなどを、分娩用

の防水シートでポスターを作って、玄関に貼り

だした。「それを見て、母乳さえあげてれば、

いいんだと思ってホッとした・・。」とあとか

ら多くのお母さんが言ってくれた。

２．ビタミン K２シロップ

　震災後数日たってから、小児科医よりメール

があり、「ガソリン不足で１か月健診に来院で

きない赤ちゃんのために、ビタミン K2 シロッ

プを飲ませてもらいたいので、紹介していい

か？」と依頼があり、お受けした。実際に数名

の母子が来院し、ママの健診と赤ちゃんの K2
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シロップ投与・体重測定などを行った。

３．電話相談

　NHK のテレビのテロップで、「妊婦産婦受

け入れ先？」として当助産院の電話番号が全国

版で流れたとのことで、電話パニックが２回起

きた。２度とも、事前連絡等はなく、突然のこ

とだったので、何のことかわからず、びっくり

した。助産院が何かも知らない妊産婦さんの親

御さんや、遠隔地からの要領の得ない電話が

ひっきりなしに鳴って、大変だった。NHK に

は苦情の申し入れをしたが、その後なんの解答

もない。

　電話が多すぎて、助産院にいらしている方の

ケアに手が回らなくなったので、電話を日本助

産師会のメンバーへボイスワープで転送して、

助産院に直接来る方たちのために現場対応に徹

することにした。平日の日中は東京本部、夜間

休日は全国の開業助産師がシフトを組んで対応

してくれた。香川・大分・兵庫・大阪・東京の

助産所が協力し、24 時間対応できた。かかり

つけのお母さんたちには、ふだんより時間外専

用電話番号を伝えしていたので、連絡に特に困

らなかった。

　せっかく電話相談できる体制が整ったので、

避難所にポスターを貼って、妊産婦の電話相談

を行っていることをお知らせした。多賀城市で

は、増刷して貼ってくださった。

　相談内容は、多岐にわたったが、哺乳関係で

は、「母乳から放射能が検出されたと聞いたが、

粉ミルクに切り替えた方がいいのか？」という

のが一番多く、「粉ミルクや支援物資を送りた

いので、送り先を教えてほしい。」「乳腺炎の様

だが、手当てを教えてほしい。」というものが

多かった。

４．インターネットでの情報発信

　ネットがつながってからは、信頼のおける情

報源を探して、助産院のブログをマメに更新し

て、お母さんむけの情報を発信するように心が

けた。放射能と母乳についてなどは、知識がな

かったので、所属団体のメーリングリストなど

のネット上の情報が頼りになった。

５．緊急通行車両確認商標の発給

　３月 13 日付けで厚生労働省より「緊急通行

車両確認商標の発給について」の文書が宮城県

助産師会にはいり、16 日に当助産院にもお知

らせがあった。しかし、助産院を空けて被災地

支援に行くわけにも行かないと思い、申請せず

にいた。ガソリン不足が深刻になるなか、出勤

できないスタッフも多く、助産院の片づけや業

務が思うように出来ずにいた。仙台市の医療整

備課より支援物資を受け取りに来るように連絡

もあったが、燃料不足で車が出せなかった。そ

んな中、「高速道路のパーキングのスタンドに

はガソリンが補給されているから、緊急車両証

があれば給油出来るらしい。」とか、「緊急車両

専用のガソリンスタンドも設置されて、災害復

興関係の車は給油できている。」ということを

外来に来ている妊産婦さんより聞いた。そこで

３月 23 日に泉警察署に緊急車証の申請に行っ

たが、「ガソリン目的での申請が多いから、実

際にどこの避難所に何を持っていくのか具体的

に確認が取れないと発行できない。」と断られ、

発給不可だった。多賀城市の助産院では、すぐ

に発給してもらえ、おかげでガソリン入手も簡

単になって、避難所めぐりや支援物資の運搬に

役立ったとのことだった。
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　何に役立つのかがすぐにピンとこなかった緊

急車証だったが、医療者として、災害時にまず

発給をうけておくことで、いざという時にすぐ

活動につけるのだと学んだ。

６．早期退院の母子に、母乳育児の本と体重計

　　を貸し出

　余震が続き、食糧も少なく、母児を入院させ

ておける環境ではなかったので、２組のお母さ

んに分娩後１日で退院していただいた。その際、

母乳育児の本と体重計・湯たんぽを貸し出し、

毎日電話訪問した。５日目に来院していただき、

ビタミン K ２シロップと先天性代謝異常検査

を行った。２人とも経産婦さんだったこともあ

り、母児の経過は順調だった。

写真では、助産師はスキーウエアを着こんでお

産介助。いつでも避難できるように、みんな厚

着していた。

７．風呂ふるまい

　都市ガスの復旧に時間がかかり１か月以上風

呂が使えない家庭があったが、助産院は、灯油

燃料の給湯器だったので、お湯が使えた。呼び

かけて、お子さんのいる家庭にお風呂の時間貸

しをしたり、赤ちゃんの沐浴ボランティアをし

たりして喜ばれた。その際、体重や黄疸のチェッ

ク、支援物資の配布などをおこなった。

８．母乳が、最大の非常食

　これまでも、母親クラスでは、「崖の上のポ

ニョ」の水害のシーンの話をして、母乳育児を

続けるメリットは、非常食として役立つ事だ・・・

といつも伝えてきた。あとから、「母乳でよかっ

た。粉ミルクのお母さんたちは、避難所でお湯

がもらえず大変そうだった。」という話を沢山

聞いた。

９．被災母子支援事業

　宮城県助産師会は、産後母児受け入れ事業と、

母乳外来と訪問ケアを３回まで無料で行うとい

う事業を行った。病院の退院後の養育環境が悪

かったり、育児に疲れ果ててしまったりしたお

母さんたちを助産院で癒してやることができ

た。10 月からは、家族や上の子の入院も無料

で支援できるようになったのが、功を奏し、利

用者が増えた。

　母乳外来・訪問については、助産師会所属の

開業助産師で月 500 件程度の母乳ケアを無料

で提供できた。開業助産師を利用した約半分の

お母さんが無料のケアの対象となった。

　MIJO（みやぎ元気助産師チーム）が、日本

財団より受けた助成金をもとに、助産所外来・

訪問を無料でおこなう事業を行い、平成 24 年

１月～３月初は約 1,500 件の利用があった。

10．毛糸のおっぱいプロジェクト

　９月に、助産師とお母さんの有志で、毛糸の

おっぱいプロジェクトを立ち上げた。被災した

高齢女性たちに、母乳育児支援に使う乳房模型

を毛糸で編んでもらい、被災者の生きがい・仕

事作りと母乳育児支援を一緒に行っていこうと

いう企画。趣旨に賛同して下さった母乳育児支

援者たちが、毛糸を寄付や、乳房模型を購入し

てくださり、11 月末までで、約 50 万円を被

災者の編み手さんたちに制作費としてお渡しす

ることができた。作品は好評で、平成 24 年５

月現在も事業継続中。
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とも子助産院

〒 981-3124

宮城県仙台市泉区野村字野村 95-6

ＴＥＬ ０２２－７７２－５９６０　

ＦＡＸ ０２２－７７２－５９６１

http://www.tomo-j.jp/

tomo@tomo-j.jp
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　手　記　15

震災を振り返り

南三陸町

　私が新生児訪問を始めたのは、平成 23 年４

月からです。

震災から３週間経過しており、生活状況は、被

災された方は避難所での生活を送っており、自

宅が残った方も、ライフラインは何も復旧して

いず、水は給水車から運搬し、食事は配給品が

配られ温めたり切ったりする程度のものでし

た。ガソリンはどうにか他町で確保できた状況

で妊婦健診もどうにか行けている状況だったと

記憶しています。４月初めには電気がつき、生

活水は、７月には出るようになりました。

　医療のサポートは、小児科は東北大のＭ先生

と産婦人科は石巻日赤のＣ先生が出向いて下さ

り、困ったことはないかと話を聞きに来てくれ

ました。

　Ｍ先生からは、赤ちゃん生育ネットワークか

らの寄付金で新生児訪問の車のレンタルをして

もらい、新生児訪問の聴診器をいただきとても

助かりました。また、放射能に関しての情報を

いただいたりし、南三陸町は問題ないとの事で、

お母さん方に安心を与えることができました。

　産後夫を津波で失いこどもたちと離れられな

いとの理由で新生児の１か月健診に行けない人

がおり、歌津中学校の診療所に来ていた埼玉県

東松山市のＩ先生に自宅へ往診してもらい、１

か月健診を受け、ビタミン K2 シロップの投与

もしていただきました。

　Ｃ先生からはドップラー胎児診断装置を貸出

してもらい、妊婦の状況調査をかね訪問を行う

ときに腹囲や子宮底を測定し、お母さんに赤

ちゃんの心音を聞かせてあげることができ、た

いへん喜んでもらえました。

　ひとりだけ、産後の１か月健診に行けない方

がいてＣ先生に避難所の民宿で産後の健診をし

ていただきました。

　被災した妊婦は、夫の実家や自分の実家が内

陸にある方は、移動して生活を送っていました

し、町内の実家や親せき宅を頼れる方は、そち

らで生活をされていました。避難所で生活され

ていた方は、確認されているだけで３名いまし

た。そのうちの一人は、新潟の一時避難プロジェ

クトで湯沢に行きました。イスラエルの医療団

に妊婦健診をしてもらい、超音波検査で子宮内

胎児発育遅延であることがわかり、産前１か月

より宮城県立こども病院の近くにあるマクドナ

ルドハウスに入居して産後１か月まで過ごした

方が１名、もう一人は、生まれるまで、避難所

の方が安心との理由で小学校の避難所で生活さ

れた方がいました。

　産後新生児を抱えた方は、大きな避難所で生

活している方はいませんでした。自宅で生活し

ていた方はいて、被災後粉ミルクをもらいに避

難所に行き１日分を袋でもらったという話を聞

きました。そうしているうちに、友人が内陸よ

り購入してもってきてもらい急場をしのいだよ

うです。しかし、南三陸町は報道のおかげで物

資の到着は比較的早く、４～５日で粉ミルク等

もいきわたった感じでした。ただし、被災され

ている方には物資はすぐに渡されましたが、家

が残った方は被災していないということで思う

ように粉ミルク等も渡らないという話も聞きま

した。

　４月末に出産されて、まだ、電気がついてい

ない地区の方に、小児科のＭ先生を紹介して発

電機を借りていただきました。借りた３日後に

電気が通って返却しました。

　また、粉ミルクを作るのに、ミネラルウォー

ターはダメという話で、給水車の水を沸騰させ
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て使うように話しました。

　新生児訪問をしていては、被災がらみでＥＰ

ＤＳ（エジンバラ出産後うつ病評価尺度）が８

点以上のかたが多く、再訪問をするケースがお

おかったです。ほとんどは、１か月で正常範囲

にもどるケースでした。兄弟のいる方では、被

災後、暗い所に行けないこどもとかもいて、そ

の対応についての話をしたりしました。そのよ

うな傾向も８月過ぎからは、少なくなってきた

状況でした。

　手　記　16

災害を母乳で乗り切る

東松島市

　３月 11 日地震直後、私は２人の子どもを連

れて自宅近くの中学校へ避難しました。

　津波は校舎の２階近くまで押し寄せ、完全に

孤立してしまいました。

水も食料もない中、私は１才半になる娘に母乳

をあげることができたのがせめてもの救いでし

た。

　１人目の出産の時、おっぱいを吸わせました

が、あまりの痛さに、すぐ断念して粉ミルクで

育てました。しかし２人目の出産の時は、自分

の年齢のこともあり、最後の出産、子育てにな

るんだろうなぁと思い、一生懸命おっぱいを吸

わせ、母乳で育てていました。

　娘は１日３回の食事の他、グズった時、寝る

時におっぱいを飲んでいましたが、まわりでは

そろそろ卒乳している子が多く、私もどうしよ

うかと考えていた時期でした。

　避難した中学校には 600 人位いました。そ

の中学校の一室で、おばあさんに抱っこされた、

まだ首もすわらない小さな赤ちゃんがいまし

た。お母さんはいませんでした。粉ミルクもあ

りません。私は暗闇の中、そっと赤ちゃんに近

づき、私のおっぱいを飲ませてもいいですか？

とおばあさんに聞きました。赤ちゃんをたくさ

れ、右のおっぱいをあげました。ここにいる間

は、右は小さな赤ちゃん、左は娘の為のおっぱ

いと決めました。しかし、水も食料もない中、

私のおっぱいもあまり出なくなってきました。

２日目の夜になり、やっと少しの食料が届き、

食パン一枚を４人でわけ、水はスポイトで口の

中をしめらせる程度でした。

　私はできる限り娘と、そして小さな赤ちゃん

におっぱいを吸わせ続けました。

　その後、赤ちゃんはお母さんに会うことがで

きたので、私達家族は４日目に、中学校を脱出

することにしました。

　まだ水も引かない中、２階の窓から、体育館

へ続く渡り廊下の屋根の上を、足もとにはられ

たロープをにぎりしめ、やっとの思いで外へ出

ました。

　あれから８ヶ月、いつのまにか私のおっぱい

は出なくなり、２才を過ぎた娘は、おっぱいを

飲むことはなくなりました。少しさみしい気持

ちです。

　最後に私のおっぱいは、娘とあの小さな赤

ちゃんの為に力をふりしぼり、役目を終えたの

でした。
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　完全粉ミルクで育てていて、オール電化だっ

たので、お湯の確保が大変だった。また粉ミル

クを買いに行っても売り切れだったり、他の店

をまわろうとしたがガソリンも入れられる状況

ではなかったので、粉ミルクを薄めに作ったり

した。

　役所より一人一缶粉ミルクの支給があった

　手　記　17

　手　記　18

栗原市立栗原中央病院　スタッフ

若林区大和町　８歳、４歳、１歳（当時）の母

が、もしこれで間に合わなくてどこからも粉ミ

ルクを手に入れられなかったら、どうしようと

考えた事もあった。

　哺乳びんの消毒をしていたが、水が一時濁っ

た状態だったので、消毒液用の水の事も心配し

た。こんな時こそ、母乳だったら…と思った。

　３月 11 日、息子の幼稚園年少組、進級前の

ランチ会を自宅で開催中、震災にあいました。

幼稚園からは降園後だったので、親子 9 組、

23 名がそれぞれ手近な子を抱え、和室で揺れ

に耐えました。自宅は古い一軒家。避難用に縁

側のサッシと玄関をあけ、下の子を、おんぶひ

もでおぶい、毛布や布団をだし、寒さ対策をし

ました。動かずに揺れに耐えている間に、寝て

しまう子もいました。幸い倒れるものの無い部

屋で、恐怖も皆で分かち合えたので、ショック

は少なかったように思えます。

　すぐに主人が帰宅し、小学生の娘を迎えに

いってもらえたのも幸いでした。下の息子は１

歳０ヶ月。布おむつ使用。母乳のみ。離乳食を

適当にすすめていたところでした。幸い水道が

使えたので、布おむつを継続（水洗いのみでも

問題なしでした）。翌日区役所にいったとき、

NHK のインタビューで「小さいお子さんかか

えてどんなことが大変ですか？」と聞かれたの

ですが、「布おむつで母乳なので特になし。子

ども達の日常に助けられている」と答えた記憶

があります。大丈夫と自分にいいきかせて虚勢

をはっていたのかも知れないですが、母乳、布

おむつサイコー！やってて良かった！と自信を

持てたのは事実です。小さい子どもたちが普段

通り遊んだりふざけたりしているのにだいぶ助

けられました。その日常を保つために、平常心

で、映像などで恐怖をあおらないように気をつ

かいました。

　離乳食をあまり食べない息子でしたが、震災

後の定番となった、具沢山の汁に乾麺をそのま

まいれてゆでる「おくずかけ」がヒットし、食

欲もりもりでました。（別名ぐだぐだスープ）

つられて兄弟、親も「今食べなきゃ！」と震災

太り。。。。子ども達の食欲がすごいという話は

あちこちで聞きました。

灯油のストーブが３台あったため、煮炊きには

不自由しませんでした。（ご近所に貸し出しま

した）

　我が家はガス釜の風呂だったため、何度か

オール電化住宅のお友達宅にお風呂を借りにい

きました。

大人だけだったら頼みにくいところ、小さい子

連れだと遊びにいく感覚でお借りできてありが

たかったです。いろんなお宅で子ども達もマ

ナーを覚え、お風呂ジプシー生活はなかなか楽

しかったです。

　放射能については、情報が多すぎて、買い物
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にいっても食材を選べず帰ってきてしまった

り・・・。窓を開けてみたり閉めてみたり、水

を買ったり炭を買ったり右往左往しました。い

ろいろインターネットで情報を調べるうちに、

結局は自分が納得、信頼できる情報のみを選ん

でいることに気がつき、答えは自分の中にあ

る！と気づくことができました。

　怖かったこと、いらだったこともあるのです

が、今こうして振り返ると、やはりありがたかっ

たり、ラッキーだと思えることも多く、人のご

縁に、支援に感謝です。

　手　記　19

仮設住宅　七ヶ浜町吉田浜

　３月 11 日、私は里帰り中で岩手県釜石市に

ある実家にいました。

　14 時 46 分地震がおきてすぐ家族全員はだ

しで外に飛び出しました。

　実家は海からはかなり離れた山の中にある為

津波の被害はありませんでしたが、地震によっ

て壊れ、家の中に入れなくなってしまいました。

　炊飯器に残っていたご飯でおにぎりを作り、

その日は車中泊しました。

　１晩でおにぎり１個、続く余震、その日は眠

れませんでした。夜中ラジオで津波を知りまし

た。

　次の日は避難所へ行き茶碗１杯の雑炊を毎食

食べました。

　お腹がすいてすいてたまりませんでした。

　自衛隊が来る日まで１杯の雑炊が続きまし

た。

　お腹はすきましたが幸いにも母乳は出続けま

した。

　風呂に入れず替えの下着もなくとても汚れて

いたのでウェットティッシュで毎回乳首をふき

ながら授乳しました。

　支援物資が届くようになってからは菓子パ

ン、カップラーメンを毎日食べました。

　オムツが届いた時は本当に安心して涙が出ま

した。

　毎日乱れた食生活だったので壊れた自宅に

あった青汁を探し出し飲んでいました。

　震災10日後にようやくお風呂に入りました。

　粉ミルクのママは、粉ミルクを水に溶かして

やったりしていました。

　不衛生で、ライフラインが完全に停止してい

る中、母乳だったことが１番のすくいでした。
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　手　記　20

　2011 年 3 月 11 日の午後、私は母乳相談の

ために来所していたお母さんと赤ちゃんと３人

でいました。赤ちゃんの体重を計り、洋服をほ

とんど着せたところで突然、激しい揺れが始ま

りました。しばらく部屋で揺れが収まるのを待

ちましたが、激しくなるばかりでした。「だめだ。

外に出よう。」と赤ちゃんを抱っこしてお母さ

んと 3 人で倒れそうになりながらなんとか玄

関の外に出て、その場で抱き合って、蹲りなが

ら揺れが収まるのを堪えていました。しかし、

いつまでたっても揺れが収まらず、もうだめか

と思いました。一度収まりそうになり、再び強

く揺れました。その時にはお母さんと一緒に思

わず、「きゃー」と叫んでいました。ようやく

本震が収まった時には（これで宮城県沖地震は

終わった。なんとかクリアできた。）とほっと

しました。その日はとても寒く、赤ちゃんもい

るので、部屋に入りたかったのですが、部屋に

入ろうとすると余震が来て地面がぐらんぐらん

と揺れるので、危険を感じ中には入れませんで

した。すぐ停電したので、今日はこのままお母

さんと赤ちゃんが家に戻るのは難しいと思いま

した。相談室の２階に住んでいる学生さんもこ

わいこわいと下に降りて来たので、今日はこの

４人で過ごそうと覚悟を決めました。幸い相談

室はアパートの１階にあり、水が出たので、相

談室の小さなバスタブに水を貯め、学生さんを

誘って近くのお店に買い物にいきました。お母

さんと赤ちゃんには毛布を渡し外で座って待っ

ていてもらいました。お店で震災後での一番の

お客さんになり、水、ジュース、カップヌード

ル、パン、ろうそく、マッチ、ご飯などを買い

込みました。相談室に戻ったところ、赤ちゃん

とお母さんの姿がなく、はぐれてしまいました。

後でわかったことですが、赤ちゃん連れで外に

いることを気の毒に思った近所の方が、自宅の

駐車場の車に乗せてくれてカーナビでニュース

を見ていたそうです。そのお母さんは津波の被

害も大きかった若林区の方で、自宅が心配にな

り、ガス漏れでひどいにおいが充満していた長

町の商店街を通り、赤ちゃんを抱いて歩いて自

宅に帰ったそうです。

　太白区長町周辺のライフラインは、断水はあ

りませんでしたが、電気の復旧に 5 日間。都

市ガスの復旧に約 1 か月かかりました。相談

室はプロパンガスだったので、電気がついたら

ガスも復旧し、5 日目からお風呂に入ることが

できました。最初は自分の相談室で出来る支援

をしようと思い、助産師仲間 5 人集め、赤ちゃ

んと産後のお母さんのお風呂サービスを企画し

ました。各機関にお知らせし、太白区の保健師

さんたちが避難所にいるお母さんやおむつかぶ

れのひどい赤ちゃんを紹介してくれましたが、

この時すでにガソリンがなく、利用はあまりあ

りませんでした。後でお母さん方に聞いたとこ

ろ、ベビーバスにポットで沸かしたお湯をため

て子どものお風呂くらいならなんとかなったと

いっていました。

　私は産婦人科クリニックでも時々勤務をして

いましたが、3 月 11 日の震災の最中にお産が

始まった産婦さんがいて、強い余震の中で赤

ちゃんを出産されたそうです。その方は沿岸部

の方で、陣痛が来なかったら多分津波にのまれ

ていた。赤ちゃんに助けられたと話していまし

た。このころは食糧不足から産科クリニックで

の入院期間が短く、出産した次の日に退院した

お母さん達が経験した東日本大震災 ～仙台市太白区長町～

母乳育児相談室まんまはうす　助産師

武者　文子
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お母さん方も多くいたと思いますが、太白区の

保健センターの新生児訪問事業はガソリン不足

のため、３月中は実施できず、お母さん達への

ケア不足が続きました。

　また、12 日には津波で 7 か月の赤ちゃんを

流されたというお母さんがおっぱいを止める薬

を処方希望で来院したそうです。

　クリニックは震災時の停電の後、自家発電機

が 4 日間フル活動しましたが、5 日目に壊れま

した。6 日目にはスタッフのガソリン切れが相

次ぎ、出勤出来ない人が多くなり病院閉鎖にな

りました。出産予定日が間近の方と退院できな

い切迫流産や早産の妊婦さんは仙台日赤病院が

引き受けてくださいました。仙台日赤では毎食

給食がでたそうです。ある日の食事はカロリー

メイトと大根おろしで、お水はコップに 3 セ

ンチくらいと聞きました。どこでも食糧不足

だったのに、よく食事を出していたと驚きまし

た。勤務者のガソリン切れは仙台日赤のスタッ

フも同じです。同じマンションに住んでいる日

赤の看護師さんは 4 日間自宅に戻ってきませ

んでした。

　私は赤ちゃんのお風呂の利用者がほとんどな

いため、やはり沿岸部に支援にいかないと本当

の支援は出来ないと思い始めていました。山元

町に住んでいる友人の助産師が自宅を流されな

がらも避難所のボランティアをしていると聞

き、震災の 2 週間目に保健師の友人と二人で

山元町にいきました。そのころ、山元町の避難

所ではインフルエンザが流行っていて、助産師

の友人が 200 人の被災者から 1 本の体温計で

感染者を確定し、隔離して感染を広げないよ

う奮闘していました。震災後 10 日目くらいよ

り、5 人一組の医療チームが巡回医療活動を開

始し、訪問した避難所の保健室には福井県の保

健師さんが常駐し始めたころでした。避難所で

はミルクが山積みになっていました。インフル

エンザが流行った時に、タミフル飲んだら母乳

は与えないようにという医療者もいて、お母さ

ん達が混乱した場面もあったようです。また、

支援物資としてたくさんミルクをいただいたの

で、もったいないから飲ませようというような

動きもありました。お風呂に入れないので、乳

首を吸わせるのもかわいそうというお母さんの

相談もありました。その日は 4 か所の避難所

に行きましたが、授乳中のお母さんは一人だけ

でした。亘理町には小さい子供がいるお母さん

達を集めた避難所が一か所あると聞き行ってみ

ましたが、みんななんとか行き場を見つけたよ

うで、すでにその避難所は閉鎖になっていまし

た。小さい子供を抱えての避難所生活は周りへ

の気遣いも大きく、お母さん達は親戚や友人の

家を頼ったり、すぐにアパートを契約して入っ

たり、動きが早かったようです。中には避難所

の駐車場の車の中で生活している方や友達の親

戚の家を頼り、1 か月ほど北海道で生活した方

もいました。

　岩沼で被災した別の友人は、小学校の３階に

避難して助かりました。小学校の２階まで津波

が来たため、身動きが取れなかったそうです。

その時、赤ちゃん連れのお母さんが、授乳中の

方におっぱいをもらおうとしていましたが、ミ

ルクで育っていた赤ちゃんで、母乳を吸うこと

ができずにずっと泣いていたと言っていまし

た。震災当日はみんなが我慢をするしかなかっ

たのに、それでもずっと赤ちゃんが泣いている

ことで周りの人達がぶつぶつ文句を言っていた

と話していました。

　３月 21 日には市立病院の近くの避難所で感

染性胃腸炎が流行しているので、ミルクの赤

ちゃんはカップ授乳を勧めるようにと東北大学

からカップ授乳の仕方が詳しく書かれた資料が

メールの添付で届きました。仙台市内の避難所

は保健師さんが毎日巡回していたので、支援の

資料として保健師さんへお知らせしました。ま

た、私の相談室では、またいつ大きな地震が来

てもいいように、常に赤ちゃんをお腹いっぱい

の状態にしておきたくて、しょっちゅうミルク
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をあげていたら母乳の出が悪くなったと相談に

きたお母さんがいました。３月４月は大きな余

震も多く、母乳育児をしているお母さん達より、

ミルクや混合栄養で子育てしているお母さん達

の方が、緊張して子育てしていたように感じま

した。母乳育児のお母さん達はほとんど全員が

「母乳でよかった。」と感想を言っていました。

震災後２週間ほどで使い捨て哺乳瓶が支援物資

として相談室に届き、大きな余震に備えて混合

栄養やミルクのお母さん達に配布することがで

きました。

　4 月に入り、ガソリン不足が解消されて新生

児訪問を再開すると、太白区には沿岸部から

引っ越ししてきたお母さん達がたくさんいるこ

とが分かりました。一日 3 軒訪問中、3 軒とも

沿岸部からの転入者という日もありました。あ

るお母さんは自宅の浸水で避難所、実家、友人

宅など生後 1 か月の赤ちゃんを抱えながら転々

とし、7 か所目で泉区のマンションを契約して

入居した 1 週間後に 4 月 7 日の余震でマンショ

ンが壊れ、立ち入り禁止になり、太白区のア

パートでやっと落ち着いたけれども、泉区のマ

ンションの敷金は戻らなかった。母乳育児だっ

たので栄養の心配はなかったけれど、お風呂に

入れない間は、赤ちゃんのおむつかぶれが治ら

なくてとてもかわいそうだったと話されていま

した。

　6 月になり、日本助産師会と国際協力 NGO

ジョイセフの支援を受けて、宮城県の開業助産

師が被災したお母さん達に無料の母乳育児支援

を一人３回まで実施できることが決まりまし

た。被災の程度は助産師の判断でよろしいと緩

やかな規定を設けて頂いたことで、罹災証明書

の提出をしなくても、地震で困ったことを経験

したお母さん方に無料で支援することができま

した。母乳育児の相談の他、震災の時のことを

語ることで、お母さん達の気持ちの発散の場と

もなったようです。放射能の心配や、地震で亡

くなった家族や友人のこと、実家を失った事な

ど、お母さん達はたくさんのことをお話してい

きました。お話をきいていると、宮城県民全員

が被災者であり、被災者同士で役割分担をして

この危機を乗り切っているということが分かり

ました。仙台市職員の妊婦さんは、仙台市のつ

なぎを着て避難所に毎日支援に通ったそうで

す。避難所にいる妊婦さんは、お腹が目立たな

いうちはマタニティマークをつけていること

で、さりげなく妊婦をアピールできてよかった

とお話されていましたが、仙台市職員の妊婦さ

んは、つなぎにマタニティマークはつけられな

いわ。とお話されていました。

　11 月からは東京都助産師会からの支援を受

けて、無料のベビーマッサージ教室をはじめま

した。参加したお母さん方での懇談や助産師へ

の質問コーナーなどを設けています。みんなで

地震の時の事や心配事を語り合って、少しずつ

元気になりたいと思います。津波で家族を亡く

したり、家や車を無くした人の中にはまだまだ

希望が見えない人もいますが、みんなで乗り

切っていきたいです。
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　手　記　21

母親

　地震のとき娘は 8 ヶ月、生まれてからずっ

とおっぱいに苦戦していた私たちはＫ先生のお

かげでなんとか軌道に乗ってきた、そんな時の

ことでした。もうミルクは足さなくて済んで

いた頃です。（私はミルクを足したくない派で

した） 地震のときは自宅にいて私は恐怖のせい

かノドがカラカラになりました。娘も喉が渇い

ているのではないかと思いましたが、「これは

おっぱいを飲ませている場合じゃないぞ」と思

い、すぐに残っていたポットのお湯でミルクを

作り、子供に飲ませました。もちろんミルクの

買い置きもなく、余っていたスティックタイプ

のものを 80cc だけ飲ませました。離乳食も進

んでいました。台所に行くのが怖くてバナナ 1

本だけ持ってその夜は家の駐車場の車の中で過

ごしました。離乳食はバナナ 1 本。家の周り

はガス臭かったので、カセットコンロでお湯を

沸かすこともできず、今夜はミルクはあげれな

いと思いました。車の中でも揺れたら怖いし、

おっぱいをあげてる間に地震が来たらどうしよ

うと思い、おっぱいは諦めてくれないかと思い

ました。何時間も車の中にいたので異変に気付

いたのかグズリ始めたので、もうダメだ、おっ

ぱいあげようとそれから何時間もおっぱいを咥

えていたような気がします。あんなに苦労した

授乳ライフもこのときが一番、私と娘のお互い

が上手に授乳することができたと思います。そ

して普段はおっぱいが足りないからか全然寝て

くれない娘が、このときは良く寝てくれました。

ただ、翌日にはガチガチに張りました。一晩車

の中で過ごし、新車なのにもかかわらず、衛生

状態が良くなかったのでしょうか、娘は生まれ

て初めてのものもらいができて目が腫れてしま

いました。病院にも連れていけないし、もちろ

んお風呂も入れてあげれないし、かわいそうで

した。でも本人はこの車中泊を楽しんでいるか

のようにニコニコでした。おっぱいはたしか一

週間くらいは張っていたような気がします。Ｋ

先生に会いたい、おっぱいが痛いからと言うよ

りも癒されたい。。。と思いました。その後のガ

ソリン不足。結局Ｋ先生のとこに行けたのは

ゴールデンウィーク前頃だったかと思います。

感じたことは、完全母乳だからと言って、ミル

クの買い置きがないのは困った。離乳食もあげ

れないことを考えると、赤ちゃんせんべいとミ

ルクをひたしたものでもなんとかなるかなと

か、なにかしらの安心につながるとは思いまし

た。ただ、私はミルクをあげたくないがために

8 ヶ月間苦労して完全母乳を目指してきてその

成果がこの地震のときにおおいに役立った、完

全母乳にして良かったと私も主人も痛感しまし

た。そろそろ出産を控えてる友人が何人かいま

すが、なぜかみな「母乳メインでいきたいけど

ミルクものませたい」と言います。私は「地震

のとき困るから完全母乳にしたほうがいいよ」

と言うと、みな納得してくれます。今は 1 歳 4 ヶ

月ですが、子供用の非常持ち出し品として、レ

トルトの離乳食と赤ちゃんせんべい、水、ミル

ク（もう飲みませんが）大量のおむつを備えて

あります。私の自宅は被害もなく、水ガスは止

まらず、電気は 2 日目についたのでほんとに

恵まれてたと思います。生まれてから一度もテ

レビを見せてなかったのに、初めて見たテレビ

の映像があのような場面だったので、それが気

の毒でなりません。見せたくないものの、いつ

地震がくるのかと思うと情報が欲しくて、ずっ

とつけっ放しにしていて、このことが今となっ

てとても後悔しています。長くなりましたが、

思ったことを書きました。乱文ですいません。 

それでは。
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東日本大震災

2011年3月11日14時46分、三陸沖を震源とするマグニチュード9.0

の巨大地震が発生し、地震規模は国内観測史上最大。宮城県栗原市で

震度 7、宮城県、福島県、茨城県で震度 6 強などを観測し、太平洋沿

岸を中心に高い津波を観測。東京電力福島第１原発は津波で電源を喪

失、原子炉の冷却が不可能になり放射性物質を放出する重大な事故と

なった。気象庁はこの地震を「平成 23 年（2011 年）東北地方太平

洋沖地震」と命名し、この地震の災害及び原発事故の災害について「東

日本大震災」と呼称すると発表した。

　（気象庁、総合通信）

主な被害状況（警察庁 2012 年３月 11 日時点）　

　人的被害と建物被害

　死　　　者　　 15,854 人

　行方不明者　　 3,155 人　

　全　　　壊　　129,107 戸

　半　　　壊　　254,139 戸　　　

避難状況　（復興庁 2012 年２月 23 日時点）

　全国の避難所（学校、ホテル等）在住者数　　　　　685 人

　県外の仮設、公営、民間賃貸などへの避難者数　325,681 人

　県外の知人、親戚宅等への避難者数　　　　　　 17,569 人

上記計総避難者数　　343,935 人

災害廃棄物の状況　（環境庁 2012 年３月５日）

　岩手、宮城、福島 3 県合計　　22,528,000 トン

　うち処理、処分量計　　　　　 1,424,000 トン（6.3%）
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災　害　時　の

乳　児　栄　養

マニュアル
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災害時における乳児栄養について考えてみます。

　東日本大震災の際に、マニュアルや、配布文書が機能しなかった事

は周知の事実です。ライフラインが途絶して、明かりも無いときにひっ

くり返った部屋の中から本１冊を探し出し、そこから読み始める事は

現実的ではありません。また、災害が起きてしまってから、いろいろ

な人や、団体が、たくさんの支援の手をさしのべてくれましたが、配

布される膨大な資料の中から必要なものを探し出す元気も、余裕もあ

りませんでした。今になって見返してみて、確かに当時わかっていれ

ば役に立ったであろうものはたくさん見つけられます。しかし、ガソ

リンがなく行動を制限されて、電気がなく生活もままならない、あの

現場では、いろいろな情報が活用できませんでした。

　災害時のマニュアルと言っても、いざ事がおきてからでは遅いとい

うことを痛切に考えさせられます。いわゆるマニュアルとして避難所

に常時されていても、災害時には活用されません。今回お話しするこ

とを皆さんの心の片隅に、そっと忍ばせておいてください。

　数多くのアンケートから浮かび上がった問題点をまとめましたの

で、そこから考えられるお話しです。あまり膨大だと、覚えきれませ

んので６つにしぼりました。今のうちに、想定できる事を知っておき、

いざという時には、平時にしている事をもとに自分で判断できるよう

に備えましょう。

　難しい事はありません。母乳に関する事３つと、粉ミルクにかかる

事を３つ挙げます。今一度、考えてみましょう。一度知ってしまえば

応用できる事ばかりです。



－ 63 －

　お母さんが病気になるほどのひどい栄養失調になっていないかぎり赤ちゃん

に必要な栄養は出ています。地震の揺れなどで、赤ちゃんも不安になり、日頃

よりも、多く泣いたりしますが、足りていないわけでもなさそうです。おっぱ

いが足りているかどうかは、おしっこの回数や便を参考にしてみましょう。

　津波で避難所や高台に避難し一命を取り留めました。着の身着のままで逃げ

てきて食料がありません。わずかにある食料を皆と分け合い飢えを凌ぎまし

た。１枚の食パンを４人で二日間分け合った方もおりました。また、通信がと

だえ肉親と連絡が取れず不安な夜を過ごし、食事ものどを通らないお母さんも

おりました。そんな時でも赤ちゃんはおなかがすいたと泣きます。あるいは赤

ちゃんも不安になって泣いていたのかもしれません。

　普段より授乳間隔が短かったり、泣く回数が多かったりすると、母親も不安

になります。おむつも手に入らず泣いている場合もありました。

　赤ちゃんに泣かれると母も不安にあるものです。日頃から母乳が足りてい

る、足りていないという問題はあるものです。どういうふうにお母さんが考え

たらよいかを理解させてあげるようにしましょう。

　乳首からは、肌を保護し細菌の増殖を防ぐ分泌物が出ていますので、乳頭を

洗浄綿で拭く必要はありません。手が汚れている場合は、乳輪や乳首を触らな

ければ大丈夫です。

　今回のアンケートで　この問題を心配されるお母さんが多かったです。

ぜひ支援者は　正確な情報を伝えてあげてください。

　母乳にかかわる話です。

Ｑ1

Ｑ2

Ａ

解

解

説

説

Ａ

母に食べ物がない／母に食欲がなくて食べられない

こんな時に母乳は出るの？ 足りてるの？

乳頭をふくための清浄綿がないんだけれど

だいじょうぶ？

短期間なら、だいじょうぶです。

基本的には平時でもふく必要はあまりないので、そ

のままふくませても大丈夫です。
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　母乳を介して、母から子に伝染する病気（ＨＴＬＶ－１）があります。少し

母乳をあげただけで、必ずすぐにかなりの確立で感染はしないと言われていま

すが、平時でも母乳をあげてはいけないと考える人たちと、そのリスクを承知

した上で慎重にあげるという人たちがいます。ちなみに、インフルエンザや風

邪は母乳から感染しません。

　今回の震災で、おばあさんに預けられたまま母とはぐれた児に避難所で自分

の子と同様に母乳をふくませた例がありました（その乳児は、翌日に実母にめ

ぐりあえました）。

また、そういう場面に出くわしたが、他人の児に自分のを、ふくませられな

かったという例もありました。勇気がなかったという事です。それにはこの問

題に関する知識が全くなかったから不安だという事です。想像を絶する災害に

遭遇した時、どう考えればいいかを日頃にちょっと想像してみてください。母

乳はあげたいけれど、自分の胸に抱く勇気がなければ搾乳してカップ授乳（次

の設問参照）させてもいいんです。

　何度も言うようですが、この問いに答えは出せません。究極の場合で他人の

児に母乳をあげられるかどうかは、むずかしい問題です。これは、日頃から

ちょっと想像して話し合ってみて下さい。答えは出ないかもしれませんが、そ

の時になって考えの整理はつきます。

Ｑ3

解
説

Ａ

もらい乳（他人の母乳）ってどうなの？

あげていいの？ もらっていいの？

難しい問題ですので答えはありません。その場で考

えられるように知っておく事をお話しします。
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１．硬水（外国産）だと成分がかわります。日本で売られている粉ミルクは、

　　日本の水道で調乳するよう作られています。

　　　行政で配る保存水は、水道水をボトルに入れたモノなので水道水と同じ

　　と思っていいでしょう。ただし煮沸できればそれに越したことはありませ

　　ん。

２．ミネラルウォーターは殺菌されていません。粉ミルクを作る際は、沸騰さ

　　せてから調乳しましょう。これは国産の水も外国産のミネラルウォーター

　　でも同じです。

　　　震災ではお湯がわかせず、水で粉ミルクを溶いて下痢したという例もあ

　　りました。硬水を煮沸させて作った粉ミルクでも、下痢をしたという例も

　　ありました。

　　　乳児が下痢をおこすと脱水が怖いものです。ガソリンもなく小児科もや

　　っておらず、赤ちゃん用の点滴もままならない時にはとても不安です。

　紙コップを使って飲ませることができます（カップ授乳）。ほ乳ビンを洗う

には大量の水が必要ですが、今回は飲み水にも事欠きました。煮沸も難しかっ

たです。災害時の状況下では哺乳瓶は清潔に保てない可能性があります。カッ

プ授乳を一度体験してみて下さい。やり方は渡辺先生の講演でも出てきていま

す。写真がありますのでそちらを参照してください。

　他人の母乳をもらう場合も直接ふくませる勇気がない場合は、コップに母乳

をもらい飲ませるという手もあります。平時に一度ためしてみておいてくださ

い。コツがわかれば簡単です。

Ａ

Ａ

ミネラルウォーターで粉ミルクを作ってはいけないの？

カップで授乳できるって知っていた？

問題は２つあります。

　粉ミルクについての知識です。完全母乳だから必要ないと言わずに

　ちょっと耳を傾けてください。

Ｑ4

Ｑ5

解

解

説

説
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　一時、粉ミルクになったとしてもまた母乳にもどせることもあります。まず

は、生きのびましょう。その後のことは助産師さんなどと相談しましょう。

　災害のショックやいろいろな要因でおっぱいが一時的にでなくなることもあ

るようです。ここまで母乳で頑張ってきたのに、と思わず一度人工乳にしてで

も生き延びてください。その後　いろいろな方法で再開できることもありま

す。助産師さんと相談してみましょう。

突然粉ミルクを使わなくてはいけなくなったときのために、

次のページに正しい作り方を載せます。

Ａ

母乳で頑張っていたのに、粉ミルクにするのは抵抗

がある…？

災害時は、まず生きのびることが大切です。

Ｑ6

解
説
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　未曾有の大震災、大津波より一年が過ぎた。

　乳幼児の栄養、母児支援に携わるものとして、何かをしないと、大

切な事を伝えてゆかないと、という切迫した焦りのような気持ちより

始まったこの企画だった。

　網羅的、組織的ではないものの、寄せられた手記、アンケートはど

れも非常事態での最善の行動でありこれだけでも母児を支える立場に

あるものにとって一つひとつ貴重なものであった。マニュアルの形に

はならなかったが以下のことを強調しておきたい。

・（災害時に備えて）日頃より広く母乳育児支援につとめること

・母乳育児が困難な場合の乳幼児栄養の知識（必要な備品）をも伝え

　ておくこと（カップ授乳の知識、粉ミルクの他にお湯と紙コップが

　必要）

渡辺　孝紀

あとがき



代　表：堺　武男

事務局：東北公済病院　周産期センター

電　話：022-227-2215（直通）e-mail：m.bonyu@gmail.com

特定非営利活動法人

みやぎ母乳育児をすすめる会


